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第１学年 生活科 学習指導案 

令和７年１１月１２日５校時 
第１学年３組２７名 
授業者 柏木 由季 

＜研究主題＞ 

めあてに向かって主体的に学び、考える児童の育成 ～キャリア教育を通して～ 

 

＜第１学年の目標＞【キーワード】 

自分の「すき」や「楽しい」、「得意」を見付け、自信をもって何事にもまずは挑戦する。   

【すきやとくいをみつけよう / ちょうせんしよう】 

今、何をするときか考え、それに一生懸命に取り組む。【いま、がんばろう】 

  相手の話を聞いて、自分の考えをもち、それを自信をもって相手に伝える。【きいて / いって】 

 

１ 単元名 「きせつと なかよし あき」 

 

２ 単元の目標 

・自然や生活の様子の変化、自然のおもしろさや不思議さ、野原や公園のきまりを守ることなどについ

て気付いている。【知識・技能】 

・秋の自然を諸感覚を使って観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、秋の特徴や他の

季節との違いを見付け、それらで遊ぶ方法を考えたり、遊びを楽しく工夫したりすることができる。 

【思考・判断・表現】 

・秋の自然物やそれらを使って遊ぶことに関心をもち、「秋を楽しむ遊び」に向けて計画を立てたり、

すすんで触れ合い交流しようとしたりして、みんなで遊びや毎日の生活を豊かに楽しくしようとして

いる。【学びに向かう力、人間性等】 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力、人間性等 

① 夏から秋へ自然の様子の変化に気付
き、多彩な木の実や葉の形や色など

を生かした遊びができること、ま

た、そのおもしろさに気付いてい

る。 

② 招待した人に応じた伝え方があり、
喜んでもらうためには、適切な関わ

り方があることに気付いている。 

③ 自分たちが秋を楽しむことができた
ことや、「秋を楽しむ遊び」で園児

を楽しませることができたことがわ

かり、友達や自分自身の成長に気付

いている。 

① 秋の自然物の特徴を生かしてど
んな遊びができるのかを考えな

がら、遊びを試している。 

② 園児のことを思い起こして、計
画を立てたり練習したりしよう

としている。 

③ 招待した人に楽しんでもらえる
ように関わったり、楽しんでも

らう方法を考えたりしている。 

④ 秋と自分たちの生活との関わり
や、「秋を楽しむ遊び」での出来

事を振り返り、友達と伝え合っ

ている。 

① 秋の自然物に関心をもち、その特
徴を生かしてみんなで楽しく遊ぼ

うとしている。 

② おもちゃの楽しさを伝えたいとい
う思いをもち、すすんで触れ合い

交流しようとしている。 

③ 自分たちの生活が、身近な自然や
季節の変化に関わっていること

や、みんなで遊ぶ楽しさを実感

し、毎日の生活を豊かに楽しくし

ようとしている。 
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４ 単元設定の理由 

（１）教材観 

 秋は、木の実や落ち葉など、児童にとって魅力的な自然物が多く見られる。春や夏に季節を感じる活

動をした経験を踏まえて、豊かな秋の自然を存分に体感させたい。自然の中で五感を使って全身的な活

動をすることで、言葉や動作で表現することや、自然物を使って遊ぶことの楽しさに気付くことができ

るようになる。 

さらに、自分の活動を発展させながら園児などとの交流を設定することによって、相手に合わせて適

切に関わり、自分自身の言葉やふるまいを見つめ直して活動する実践的な力も育てたい。 

 

（２）児童観 

 本学級の児童は、毎日、元気いっぱいに体を動かす活動やものづくり、本を読むことを楽しんでい

る。生活科の学習に対しても意欲的であり、自分のやってみたいことを積極的に伝えたり、「こうする

といいかもしれない。」と活動をよりよくしようと工夫したりする姿が多く見られる。 

 これまでの自然と関わる活動では、春に校庭やどろんこ山で春の自然を探し、植物や動物への関心を

高めてきた。また、夏には季節を生かした遊びを自分たちで考え、シャボン玉の大きさを競ったり、声

を掛け合って同時に吹いたりするなど、友達と関わりながら遊びを楽しむ姿が見られた。こうした活動

を通して、児童は自然の変化や季節の移り変わりを、全身を使って感じ取るとともに、周囲の人と楽し

く関わる経験を積み重ねてきている。 

 本単元では、一人ひとりが「見つけた自然物で遊びたい」「何かを作ってみたい」といった思いを高

めながら、友達の考えにも耳を傾け、協力して活動する経験を重ねていく。その中で、「どうすればも

っと楽しくなるか」「どうすれば相手にも喜んでもらえるか」と考え、話し合いながら遊びや作品をつ

くり上げていく実践的な力を育てていきたい。また、自分たちの活動で周囲の人を楽しませたいという

思いをもとに、相手意識をもって活動に取り組むことができるようにしていく。 

 意欲的に活動する児童が多く、学級全体での場面では、自分の考えを順序立てて伝えたり、理由を添

えて発表したりすることが少しずつできるようになってきている。一方で、少人数グループでの活動に

なると、自分の気持ちが強く出てしまい、相手の意見を受け入れにくくなる児童や、「うまくできなか

ったらどうしよう」「苦手なことは避けたい」と感じて、挑戦をためらう児童の姿も見られる。 

 そのため、話し合い活動においては、教師が児童の気持ちや意見を代弁するなどの支援を行いなが

ら、話すときや聞くときの手本を掲示するなどして、安心してやりとりできる雰囲気づくりを行ってい

く必要がある。 

本単元のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように）   
秋を楽しむ遊びの交流会に向けて、友達と協力し、相手を意識して計画を立てたり、練習をした

りしながら、園児を楽しませたいという気持ちを高め、他者を楽しませる喜びとみんなで遊ぶ楽し

さを実感する。 



〇年―3 
 

（３）指導観 

  本単元では、身近な秋の自然（落ち葉、木の実、草花など）に親しみ、五感を通してその美しさや

面白さを感じ取りながら、遊びや表現活動を生み出していく過程を大切にする。児童が自然の中で自ら

の興味や関心をもとに活動を始め、思いや願いをもって表現したり遊びを工夫したりする中で、他者と

関わることの楽しさや意義に気づいていくよう支援する。 

 指導にあたっては、まず個々の児童が秋の自然にじっくり浸りながら、自分なりの発見や思いを表現

できるような活動の場を工夫する。たとえば、「秋の宝物コーナー」や「ヒントコーナー」などを設け、

児童が自然物と出会い、自らの気づきを見える形で共有したり、遊びの発想を膨らませたりできるよう

にする。また、材料や道具をすぐに使えるようにして活動への集中を支えたり、「お試しコーナー」な

どを設けて、作ったものを試行錯誤しながら改善したりしていく機会も保障する。 

 さらに、友達と協力して遊びを作ったり、思いを伝え合ったりする中で、他者のよさに気づく体験を

積むことができるよう、「作戦タイム」「見て見て・聞いてタイム」などを設定する。友達の工夫や活動

に気づき、認め合う経験を積むことによって、学びの喜びや協働の価値に気づいていく姿を育んでいく。 

 また、活動の終盤では、児童が自分たちの作品や遊びを「誰に伝えたいか」「どう楽しんでもらいた

いか」を考え、幼稚園や保育園の子どもたちとの交流など、相手を意識した活動へと発展させる。こう

した活動を通じて、児童が人との関わりの中で自分の役割や思いの伝え方を学び、自己肯定感や社会性

を高めていくことを目指す。加えて、活動を振り返る時間を大切にし、自分の頑張りや友達のよさに気

づき、人と関わることの楽しさや自分の成長を実感できるよう支援していく。 

 このような活動を通して、児童が自然に親しみ、他者と関わりながら自己を表現する力を育てるとと

もに、学びの楽しさを味わえるようにしていきたい。 

 

 

５ キャリア教育の目標に迫るための手だて 

   見つける力 【すきやとくいをみつけよう / ちょうせんしよう】 
思いや願いを大切にする活動 

 まずは自分で秋の自然物でおもちゃ作りや遊び、飾り作りなどを楽しみ、満足感や達成感を得た後に、

その楽しさを友達に伝えたり楽しませたりするための工夫をさせる。個人で落ち葉や木の実の素材や特

徴を十分につかんだ上、他者に遊びの工夫を伝えることができるように試行錯誤する時間を十分に確保

する。 
 
   考える力 【いま、がんばろう】 

学習計画や学習内容の掲示 

見通しをもって学習に取り組めるように、児童から出てきたイメージや言葉、そこから立てた計画の

掲示を行う。自分のできたことを実感し、次時の活動につながるような写真、図書資料などの掲示を行

う。 
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   聴く・伝える力 【きいて / いって】 

場に応じた友達との話し合い 

話し合う相手を限定しないで、些細なことでも相談できるような時間、一つの目的に向かって話し合

い決定するような時間など、活動に応じた話し合いができる場を設定する。「秋のもので遊びたい。」

「秋の宝物を使ったおもちゃで友達と一緒に遊びたい。」「自分たちで楽しみたい。」「園児に楽しんでも

らいたい。」というそれぞれの活動に適した話し合いの仕方を意識的に設定する。 

 

 

６ 単元の指導計画・カリキュラムマネジメント（事前・事後指導の見通し） 本時（９／１４時間扱い） 

 小 単 元 （ 時

数） 

【他教科】 

学習活動 留意点 評価規準 

●キャリア教育の視点 

①  〈導入〉（１） 
 

・生活の中で見つけた

秋を紹介し合う。 

・秋について知ってい

ることを伝え合う。 

・みんなでしてみたい

秋の活動を話し合

い、活動への見通し

を立てる。 

・自然物に興味・関心

をもてるように、事

前に、教室にどんぐ

りや紅葉した葉、植

物の図鑑や絵本など

を置いておく。 

・ウェビングマップな

どに整理しながら板

書する。 

●夏から秋へ自然の様子の

変化に気付いている。（発

言） 

【思】秋の野原や公園の変

化を夏の様子と比べなが

ら考えている。（発言） 

【主】秋の野原や公園で、

できる遊びを楽しもうと

している。（行動観察） 

 【学活】 

楽しい遠足

（１） 

 

 

 

 

・みんなで公園に行く

ときに気を付けなけ

ればいけないことを

出し合う。 

・クラス遊びの計画を

立てる。 

・教師側が一方的に提

示するのではなく、

児童が考え、「自分た

ちで話し合ったルー

ルだから守らなけれ

ばならない」という

気持ちをもてるよう

にする。 

【思】公園に行く際に気を

付けなければいけないこ

とを考えている。（発言） 

【知】みんなが楽しむこと

のできる遊びを考えてい

る。（発言） 

②  
 

あきをみつけに

いこう（３） 

 

 

 

 

 

・校庭や公園に出か

け、虫や虫のすみか

を探す。 

・秋の草花や樹木など

を観察し、季節の変

化に気付く。 

・見つけた秋のことを

カードに絵や文で表

す。 

・友達とのかかわりが

もてるように、教師

も一緒に遊びながら

活動を支え、随時、

諸感覚をはたらかせ

るような声掛けをす

る。 

【主】秋の草花や樹木、虫

などに関心をもち、それ

らを観察したり、木の実

などを集めたりしようと

している。（カード・行動

観察） 

 【国語】しらせ

たいな みせた

いな 

（１０） 

・知らせたいものを丁

寧に観察し、絵と文

で表し、気付いたこ

とを人に伝える文章

を書く。 

 

・国語の学習活動とし

て、生活科の学習と

並行して行う。 

・描いた絵から線を引

いて、観察して見つ

けた特徴を短い言葉

で書く方法を知らせ

る。 

【主】知らせたいものを丁

寧に観察し、学習の見通

しをもって見つけたこと

を文章にして伝えようと

している。（カード） 
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③  
 

 

なにをかんじた

かな（１）な 

・秋さがしをして感じ

たことや見つけたも

のを、友達に紹介し

たり伝え合ったりす

る。 

・これからどんな活動

をしていきたいか考

え、考えたことをク

ラス全体で話し合

う。話し合ったこと

をもとに、今後何を

していくかクラス全

体で決める。 

・「秋と遊んで楽しい

な」「もっと秋を楽し

みたいな」という思

いをもてるように児

童の活動を価値づけ

る。 

・児童の発言を板書し

ながら整理し、活動

の方向性をもたせる

ことができるように

する。 

●自分が見つけた秋の特徴

や自然物と、友達とを比

べながら、伝え合ってい

る。（行動観察） 

【主】秋を楽しむ遊びに向

けて、計画を立てようと

している。（発言） 

④  
 

 

 

見つけたあきで 

あそぼう（１）

つけた 

 

 

 

 

 

 

・集めた木の実や葉で

どんなことをしてみ

たいか考える。 

・集めた木の実や葉の

特性を生かして、簡

単な遊びを楽しむ。 

・素材遊びをした感想

や気付いたことを伝

え合う。 

・集めたものを見せ合

う時間を確保する。 

・同じ遊びをしている

児童でグループを作

ったり、机の配置を

変えたりして、十分

なスペースを作る。 

【思】秋の自然物の特徴を

生かして、どんな遊びが

できるのかを考えなが

ら、遊びを試している。

（行動観察） 

【主】秋の身近な自然物を

使って遊ぶことに関心を

もち、みんなで楽しく遊

ぼうとしている。（行動観

察） 

⑤  
 

 

見つけたあきで 

つくろう（３） 

≪本時≫ 

・自分が作りたいおも

ちゃを工夫して作っ

たり、改良しながら

遊んだりする。 

・作ったもので友達と

一緒に遊んだり、遊

び方を工夫して楽し

んだりする。 

・児童の経験を引き出

したり、教師からも

作品や遊び方の掲示

をしたりする。 

・教室の中に「材料コ

ーナー」を設け、児

童が試して遊び、自

由に改良できるよう

にする。 

【知】遊びのルールや約束

を工夫すると楽しく遊べ

ることや、友達のおもち

ゃには、自分のものと違

うよさがあることに気付

いている。（行動観察） 

●みんなで楽しく遊ぶため

に遊びの工夫を伝え合

い、遊びをよりよくしよ

うとしている。（行動観

察） 

 【国語】 

どんなおはなし 

ができるかな

（６） 

・友達の話をよく聞

き、つながるように

会話する。 

・国語の学習活動とし

て、生活科の学習と

並行して行う。 

・教科書の「たいせ

つ」で、友達が言っ

たことをよく聞い

て、話をつなげるこ

とを確認する。 

【思】互いの話に関心をも

ち、相手の発言を受けて

話をつないでいる。（行動

観察） 

⑥  
 

 

あきのたのしさ 

をつたえよう

（２） 

・園児を招待するため

に必要なものを作っ

たり準備したりす

る。 

・遊び方やルールをグ

ループで話し合った

り、試しに遊んでみ

たりして工夫する。 

・計画を立てる際は、

児童の考えや発言を

ウェビングマップな

どにして整理する。 

・小さい子が楽しめる

工夫をしている姿を

認めたり紹介したり

して、相手意識をも

って準備するように

する。 

 

●招待したい人に応じた伝

え方があることに気付い

ている。（行動観察） 

【思】これまで園児と接し

たことを思い起こして、

計画を立てたり練習した

りしようとしている。（行

動観察） 



〇年―6 
 

 

 

 

８ 本時について（９／１４時間） 

（１）①本時の目標 

友達と自分の考えを比べたり、友達の作っているものを参考にしながら試したりして、集めた様々

な自然物を使ったものや遊び方を、更に工夫できる。 

 

 

    

 

 

（２）本時の展開①  

学習活動 〇主な発問 
・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 
 ●キャリア教育の目標に迫るための手立て 

つ
か
む 

１ 前時までの活動を振り返り、本時のめ
あてを確認する。 

 
・みんなが楽しめるようなものがいっぱいで
きた。 

・まだ「秋の宝物」がいっぱいあるから、何
か作れそう。 
 
〇今日は、小さいお友達を招待して会を開く
ためにどのような工夫ができるのか考え
て、秋の宝物をもっとわくわくするものに
変身させましょう。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

⑦  
 

みんなであきを 

たのしもう

（２） 

・園児と一緒に遊びを

楽しむ。 

・活動を振り返り、楽

しかったことや嬉し

かったことを、友達

と伝え合う。 

・進行を児童に任せな

がら、必要に応じて

支援し、一人一人の

よさを認めたり、伝

えたりしながら、達

成感や自信をもてる

ようにする。 

●招待した人に楽しんでも

らえるように関わった

り、楽しんでもらう方法

を考えたりしている。（行

動観察） 

【主】園児とすすんで触れ

合い、交流しようとして

いる。（行動観察） 

⑧  
 

なにをかんじた 

かな（１） 

・今までの活動を振り

返る。 

・活動について、感じ

たことや考えたこと

を友達と伝え合う。 

 

・これまでの活動への

充足感を味わった

り、自分の成長を感

じたりできるよう

に、感じたことや気

付いたことを、友達

と伝え合う時間を確

保する。 

【知】自分たちが秋を楽し

むことができたことや、

園児を楽しませることが

できたことが分かり、友

達や自分自身の成長に気

付いている。（発言） 

●秋と自分たちの生活との

関りや、園児との触れ合

いを振り返り、友達と伝

え合っている。（行動観

察） 

ねんちょうさんに たのしんでもらうための くふうをかんがえて じゅんびをしよう。 

   本時のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 
秋を楽しむ遊びの交流会に向けて、友達と協力し、相手を意識して相談したり、作ったりしながら、

園児を楽しませたいという気持ちを高める。 
 



〇年―7 
 

探
る 

２ グループごとに集めた自然物でどんなも
のができるか話し合い、おもちゃや飾るも
のを更に作ったり改良したり、遊び方のル
ールを工夫する。 

 
 【活動の流れ】 
①グループで話し合う（作戦タイム） 
②作る 
③見せ合う（見て見て聞いてタイム） 
④作る 
⑤振り返り 

 
○自分も相手も楽しい遊びに変身させるため
に、グループで作戦を立てましょう。 

・一緒に葉っぱを並べて絵が描けそうだよ。 
・どんぐりや松ぼっくりに目を付けて並べた 
らかわいいね。作り方を教えたいな。 

・葉っぱの中に点数を書いたどんぐりを入れ 
たら宝さがし競争ができるね。 

・どんぐりゴマを作って、勝負をしたら楽し 
そう。 

・どんぐりを使った楽器を作って演奏会をし 
てみない。 

 
○作戦を基に、宝物を変身させましょう。 
・葉っぱを魚にして魚釣りで、点数を付けた 
ら面白くなるかも。 

・秋を集めたメダルや冠で景品がつくれそう 
だ。 

・他のグループは、どんな風に作っているん 
だろう。 
 

○違うグループの様子を見て、宝物をもっと
わくわくさせるためのヒントをもらった
り、あげたりしましょう。 
 

 
 

○ヒントを使って、宝物を更に変身させよ 
う。 

・葉っぱでお面を作ってみんなでかぶったら 
面白そう。 

・ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・活動の見通しがもてるように、手順を掲示す
る。 

 
 
・前時に作りたいものを付箋（黄）に書かせて
おき（前時）、グループで話し合う際には、ホ
ワイトボードを見ながら意見交流を行うこと
で、活動内容を明確にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・「材料コーナー」「道具コーナー」「ヒントコー
ナー」を設定することで、困ったときにはそ
れぞれのコーナーを活用させることで、活動
に浸り作りたいという意欲を高める。 

 
 
 
 
・個人のみの活動にならないように、グループ
同士で「見て見て聞いてタイム」を設け、情
報交換ができるようにする。 

・工夫していているところを見付けたら、その
場でグループのメンバーに伝え共有させる。 

 

◇みんなで楽しく遊ぶために遊びの工夫を伝え合

い、遊びをよりよくしようとしている。【知】

（行動観察） 

●園児を楽しませたいという気持ちを高めるため

に、「作戦タイム」と「見て見て聞いてタイ

ム」を設定する。 
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①さくせんタイム 

 （グループ） 

②つくる 

③見て見てきいて

タイム 

④つくる 

⑤ふりかえり 

 

ま
と
め
る 

３ 本時の活動を振り返りと片付け、次時の
活動を確認する。 

  
○どんなものや遊びに変身させられました
か。小さなお友達が、わくわくするもの
になりましたか。 

・一緒に作れるコーナーを作って楽しんでも
らえるようにしたよ。 

・どんぐりゴマで勝負ができるようにしまし
た。 

・遊んでもらう人にレベルを選んでもらうよ
うに工夫しました。 

・来てくれた人に、秋の宝物で作ったものを
プレゼントしたいな 

・壁や窓に飾り付けをするともっとわくわく
すると思います。 

・どんなところを工夫したら、わくわくするよ
うなものになったかを振り返らせ、全体で共
有することで、達成感や満足感を味わわせ
る。 

 
・友達の頑張りやよさにも目を向けさせること
で、みんなで一緒に作っていくことへの期待
感を高める。 

 
・招待する人を意識して作ったことやアドバイ
スをしてもらって嬉しかったことを感想に書
いている児童を取り上げ、さらにわくわくす
るものを作りたいという次時への意欲につな
げる。 

 

 

 

 （３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 授業観察の視点 

・話し合いの時間を２回設定したことが、児童にとって園児を楽しませたいという気持ちを高めること

に有効だったか。 

・同じアイデアをもっている友達同士で交流することに加え、別のアイデアをもつ友達と交流する時間

を設定したことは、友達と自分の考えを比べたり、作る時の参考にしたりすることに効果的だったか。 

めあて ねんちょうさんに たのしんでもらうための くふうをかんがえて じゅんびをしよう。 

たのしんで 

もらうために

わくわくするための

くふうは？ 

    

みんなでかんがえて 

みんなでつくろう。 

＜ふりかえり＞ 

・いっしょに つくる。 

・しょうぶ できるよう にした。 

ねんちょうさんに 
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第２学年 生活科 学習指導案 

令和７年 12月 10 日 5校時 

第 2学年 3組 26 名 
授業者 山岡 亜美 

＜研究主題＞ 

めあてに向かって主体的に学び，考える児童の育成～キャリア教育を通して～ 

＜学年の目標＞【第 2学年のキーワード】 

自信をもって取り組むことができる。            【すきをふやそう】 

周りが何をしているか理解をして行動することができる。 【アンテナをのばそう】 

  周りの意見を受け止めることができる。          【きゅうしゅうしよう】 

 

１ 単元名 「作って ためして」 

 

２ 単元の目標 

動くおもちゃを作って遊ぶ活動を通して、おもちゃの動きを工夫したりすることができ、身近なもの

を使ってできる遊びのおもしろさ、自然の不思議さ、約束やルールを守って遊ぶと楽しいこと、道具や

用具の準備の片づけ、整理整頓などをすると気持ちよく遊べることに気付き、みんなと楽しみながら遊

びを創り出すことができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身近にあるものを使って、動

くおもちゃを作る活動を通し

て、遊びのおもしろさ、自然の

不思議さ、約束やルールを守っ

て遊ぶと楽しいこと、道具や用

具の準備や片づけ、整理整頓な

どをすると気持ちよく遊べるこ

となどに気づける。 

動くおもちゃを作って遊ぶ活

動を通して、おもちゃの動きを

工夫したり遊びが楽しくなるよ

うに工夫したりしている。 

動くおもちゃ作って遊ぶ活動

を通して、みんなで楽しい遊び

を創り出そうとしている。 

 

 

 

４ 単元設定の理由 

（１）教材観 

  本単元で扱う内容は、学習指導要領第 3章第 2節内容（６）（８）に基づいて構成されている。 

本単元のキャリアの目標  
うまくいかないときも、友達と意見を伝えあいながら、よりよくしていこうと挑戦し続ける力を

育てる。 
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 本単元は動くおもちゃを「作る→遊ぶ→改良する」という過程を経験する中で、児童が自分の考え

を比べたり、試したりしながら工夫を重ねることを自然に促す教材である。遊びの過程で、「もっと

○○したい」という願いの実現に向けて身近な材料を使い、動きの仕組み（風・ゴム・傾き・転が

る・跳ねる等）を「見付ける、比べる、たとえる」などの分析的に考える学習活動をしたり、「試す、

見通す、工夫する」などの創作的に考えたりし、思いつきを形にしていくことができる学習である。

また、友達同士で試し合うことによって、自分にはなかった視点に触れたり、気づいたことや考えた

ことを他者に伝え合うことで気づきが確かになったり気付きが関連付けられ、学びが広がるだろう。

自分達で動くおもちゃを作ることで、それを作るために必要な材料は何か、身の回りの自然物や身近

な物への意識が変わる。そして、もっと楽しくなるように材料を組み合わせながら、粘り強く工夫を

繰り返す中で、より、こだわりをもってそれらに関わろうとする力が育つと共に、できたおもちゃを

“誰かに遊んでもらう”という活動につながりやすく、下学年への説明や相手意識を育てる活動とも

親和性が高い教材である。 

 

（２）児童観 

  本学級は友達との協力や相談が好きで、活動を共に進めることに意欲のある子が多い。この学年は

1 年生の時に 2 年生が作ったおもちゃを使い遊んだ経験があり、「下の学年に喜んでもらいたい」とい

う関わりへの期待感をもつ児童も多い。そのため、どのようなものを作ればよいかは考えることはで

きだろう。幼小連携で園児への説明や案内に取り組んだ経験から、相手に合わせて伝えようとする姿

勢が育ちつつある。おもちゃ作りを通し、1 年生との交流をすることで、遊びの説明の仕方やおもち

ゃの扱い方を考えさせたい。 

1 学期、生活科の学習で「学校探検」を行った。入学して間もない１年生に向けて教室の表示をど

のような文章にするか、１年生に向けて説明を工夫し学校の周り方を考え練習を行った。学校生活に

慣れてきた１年生へどのように伝えていくか「学校探検」の経験を基に関わり方を考えさせていきた

い。 

（６）身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊び

や遊びに使うものを工夫することができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、

みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしている。 

（８）自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想像

したり、伝えたいことや伝え方を選んだりすることができ、身近な人々と関わることのよさ

や楽しさが分かるとともに、すすんで触れ合い交流しようとする。 
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図画工作科では、材料を基に考え工作することが得意な児童が見られるが、一方で、何を作ればよ

いか迷い、活動の手が止まる児童も見られるため、工作は好きか質問をした。 

学年全体の 15％が苦手だと答えた。その為、おもちゃづくりを苦手だと感じる児童も出てくるだろ

う。一人で考えるのではなく、友達と相談させながら活動をさせていきたい。 

国語科の学習「そうだんにのってください」の学習では友達の相談にのり解決方法を皆で考えた。

自分事として受け止め相談にのることができていた。アドバイスをあげる機会が無かった児童もこの

学習でアドバイスの伝え方を理解しただろう。 

その結果やってみたいと頑張ってみたいとい向上心が見えた一方、やりたくないという思いをもつ

児童もいた。理由に恥ずかしいからや伝わらないからという理由を上げており、アドバイスを挙げる

機会を与えると共に話型を提示し伝わらない困り感を解消していきたい。 

この単元を通して、身近なものに触れ、試し、工夫、交流をすることで、多くのものが作れること

を理解すると共に友達や下学年との関わり方、身の周りの物を使うことについて考え、伝えることの

大切さについて気づかせたい。 

 

（３）指導観（教師の願いと指導の工夫） 

    本単元では、身近なものを使って動くおもちゃを作り、試し、工夫する活動を通して、自分の思い
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を形にしていく充実感を味わわせたい。また、友達に動かしてもらったり意見を伝え合ったりするこ

とで、新しい視点に気付き、よりよくしようとする改善の姿勢を育てたい。さらに、最終的に 1 年生

に遊んでもらう活動につなげる中で、「どうすれば相手が楽しめるか」「どう説明すれば伝わるか」を

考える相手意識をもった関わりを育てたい。 

子どもが、うまくいかない時にも試行錯誤を続けながら、友達や下学年とのかかわりの中で自分の

役割や思いを見付け、自分なりの工夫を生み出していく姿を目指していく。 

教科横断的な学習として主に、国語科の「紙コップ花火の作り方」「おもちゃの作り方をせつめい

しよう」の学習と関連させて行う。国語科では、紙コップ花火の「作り方や遊び方」を順序よく説明

する力を育成する。児童の実態から、本単元では、説明する内容を「作り方」だけに絞って行い、次

単元の「おもちゃの作り方をせつめいしよう」で、「作り方と遊び方」を説明する。活動が容易にな

るよう段階を分け、繰り返して行うことで、支援の必要な児童にも容易に活動が行えるようにしたい。

国語科や図画工作科で身に付けた力を活用しながら、更におもちゃを作り遊ぶ体験を繰り返し行う中

で、知識や技能の習得を深めていきたい。 

本単元内の「うごくおもちゃをつくろう」では、自分でおもちゃを作り、自分で動かし、改良した

いところを見つけ友達に相談しながらおもちゃの改良をさせたい。タブレット端末を使い実際に遊ん

でいるところの動画を撮影し記録に残すと共に、自分のおもちゃのよいところ、より良くしたいとこ

ろを見つけさせたい。友達が作ったおもちゃで遊んだり、友達の相談を受けたりしながら、自分のお

もちゃに取り入れられそうなもの見付け改善を図らせたい。 

「みんなのおもちゃであそぼう」では、同学年で遊ぶのはもちろん 1 年生を招待し、下の学年との

関わり方や伝え方を理解させていきたい。どのようにすれば１年生は喜んでくれるか、相手意識をも

たせながら活動に取り組ませたい。おもちゃで遊んで終わりにするのではなく、国語科「おもちゃの

作り方をせつめいしよう」の単元を生かし、1 年生でも分かりやすい文章を考えながら説明書を書か

せていきたい。 

 

５ キャリア教育の目標に迫るための手だて 

 
   見つける力 すきをふやそう 

〈場の工夫（作りたいものを見つけやすくするための支援）〉 
素材遊びを通して興味・関心を喚起し，おもちゃづくりに向けた意欲を高める。また，本やイン

 ターネット等の資料を活用し，児童が使用したい動力や仕組みを自ら調べ，選択できるような環境

 を構成する。これにより，児童一人一人が「作りたいもの」を主体的に構想しやすくし，自己の思

 いや考えを明確にすることにつなげる。 
 
〈ワークシートの工夫（自分のよさに気付くための支援〉 
 小さな成功体験を積み重ねて振り返ることができるよう，授業の終末に「できたよ貯金」へ記入

する活動を位置付け，自己効力感を高める。また、工夫したこと次に頑張りたいことを継続的に書

き留めるワークシートを用いることで，次の行動の見通しをもたせるとともに，友達と交流する際
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の手がかりになると考えた。 
 
   考える力 アンテナをのばそう 
〈見通しをもたせるための工夫（掲示・目標の可視化）〉 
・児童が学習の最終到達点を理解し、自分の成長を意識できるよう、クラス全体で意見を出し合いなが

ら最終目標を設定する。設定した目標を教室に掲示し、活動計画を立てる際の指標とすることで、児童

が学習の方向性を見通せるようにする。目標の達成度や学習の進行を可視化することで、挑戦の過程を

自覚させ、友達と意見を交換しながら目標に向かって努力する姿勢を育てる。 
 
〈思考錯誤を持続させるための工夫（場の構成）〉 
・試行錯誤を繰り返し行えるよう、十分な時間・場所・道具を事前に確保する。児童が挑戦に立ち向か

う過程で、友達と意見を伝え合いながら改善を続けられるよう、学習場面を意図的に設定する。これ

により、児童が「うまくいかないときも工夫を続け、仲間と協力しながらよりよくする」力を実感で

きるようにする。 
・必要な材料や道具を児童がすぐに手に取れるように配置し、活動中に思考や工夫が途切れない環境を

整える。 
 
   聴く・伝える力 きゅうしゅうしよう 
〈友達に伝える力を育てる工夫〉 

児童の思いや願いに基づいたグループを編成し、自分の作ったおもちゃに込めた思いや工夫などの意

見を送り合う活動を設ける。この過程を通して、児童は相手の意図を理解し、自分の考えを伝えながら

改善を図る姿勢を身に付ける。 

 
〈色分け（ピンク＝よいところ、青＝アドバイス）を用いた交流の場の工夫〉 

児童が友達の意見を区別して受け止められるよう、よいところはピンクの付箋、よりよくするための

助言は青の付箋に書くようにした。色によって意見の性質が視覚的に整理されることで、児童は安心し

て他者の評価を受け止めることができる。また、まずピンクの付箋を読み、自分の工夫や頑張りを認め

たうえで青の付箋にある助言を参照することで、自分のよさを基点に改善点を考える姿を促すことがで

きる。このような交流の流れにより、友達と意見を伝え合いながら自分の活動をよりよくしようとする

意欲が高まり、人間関係形成能力の育成につながると考える。 
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６ キャリア教育の目標に迫るための事前・事後指導の見通し（カリキュラムマネジメント） 

教科（時数） 児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿（評価方法） 

生活科 

えがおのひみ

つたんけんた

い 

・質問を考える。 

・話を聞きにいく。 

・聞いたことをまとめ

る。 

・相手のことを考え質問

を考えさせる。 

・ 

・仲間と協力して自分の考え

を伝えたり、人の話を聞い

たりすることができる。

（発言・記述） 

国語科 

ことばでみち

あんない 

・道案内を聞いて目的地

を考える。 

・道案内の仕方を考え

る。 

・道案内をする。 

・正しい順序・目印・特

定物を伝えること押さ

える。 

・道案内の言葉を中心に

メモをとる。 

・正しい道順を分かりやすく

伝えることができる。（発

言・記述） 

国語科 

そうだんにの

ってください 

・相談する話題を考え

る。 

・話し合いの進め方を確

認する。 

・グループで話し合いを

する。 

・話し合いの進め方、話

し合う時に大事なこと

を、話をつなげる言葉

を確かめる。 

・順番に相談者になり話

し合いを進める。 

・相談にのり、自分の考えを

伝え、友達の相談を解決し

ようとすることができる。

（発言・記述） 

国語科 

紙コップ花火

の作り方 

・写真を見ながらおもち

ゃづくりをする。 

・作り方を分かりやすく

伝えるための工夫を見

つける。 

・言葉で伝えた方が分か

りやすいのか、写真で

伝えた方が分かりやす

いのかを考えさせる。 

・順序を伝えるときの言

葉を理解させる。 

・作り方を確認し、説明

どおりにおもちゃを作

ることができる。(観

察) 

・筆者の工夫について見

つけることができる。

(記述) 

生活科 

みのまわりの

ものであそぼ

う 

・材料でどんな遊びがで
きるか予想する。 

・素材で遊ぶ。 

・紐と輪ゴムを比べて違

いに気付かせる。 

・輪ゴムを飛ばす方向に

注意する。 

・身の回りの素材を使っ

て、遊びにできること

に気付くことができ

る。（記述） 

生活科 

うごくおもち

ゃを作ろう 

 

・作りたいおもちゃの計
画を立てる。 

・動くおもちゃを作る。 
・作ったおもちゃで遊
ぶ。 

・友達の困っていること

にアドバイスを伝え

る。（本時） 
・おもちゃをパワーアッ
プさせる 

・改善点を生かしてパワ
ーアップさせる。 

・作戦を振り返る。 

・材料を種類ごとに分け

ておく。 

・人に当てない、道具を

持って歩かないなど約

束事項を確認する。 

・自分で試して改善点を

見付けさせる。 

・似ている素材で作った

おもちゃ同士でアドバ

イスを送り合う。 

・おもちゃを試行錯誤し

ながら作ることができ

る。(観察) 

・友達と情報を共有し

て、自分のおもちゃを

よりよくしたいという

願いをもって作ろうと

している。（観察・記

述） 

生活科 

パワーアップ

大作戦 

・違う素材のおもちゃか

らアドバイスを貰う。 

・貰ったアドバイスから

改良を加える。 

・他のおもちゃで遊んで

よいところ、改善点を

見付けさせる。 

・相手意識をもっておも

ちゃを改善することが

できる。（観察・記述） 

国語科 

おもちゃづく

りをせつめい

しよう 

・説明の順序を考える。 
・おもちゃの作り方を説
明する文章を書く。 

・作り方、楽しみ方を書

く。 

・説明の内容がかぶらな

いようにする。 

・自分が作ったおもちゃ

を分かりやすく説明す

ることができる。（記

述） 
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７ 単元の指導計画 
時 目標 

学習活動 
評価規準（評価方法） 

●キャリア教育の視点 

１  身近なものが遊びに利
用できることに気付き、
動くおもちゃを自分で作
って、みんなで遊びたい
という意欲をもつことが
できる。 

・例示のおもちゃでどんな遊びが
できるか予想する。 

・おもちゃがどんな材料でできて
いるか調べる。 

 

【知】身近なものが、さまざま
な遊びに利用できることに気
付いている。 

 

２  素材の特徴を生かし、
目に見えない力、動きの
おもしろさに気付き、遊
びを楽しくことができ
る。 
 

・材料でどんな遊びができるか予
想する。 

・素材で遊ぶ。 

【思】素材の動きを予想したり
動きを比べたり、ともだちと競
ったりしながら遊んでいる。 
【主】何度も動きをためして、
遊びを楽しくしようとしてい
る。 
●素材遊びを通しておもちゃを
作りたいという気持ちを高める
ことができる。 

３

～

８ 

 おもちゃの動きを繰り
返し確かめながら作り、
おもちゃが動く仕組み、
材料の組み合わせに気付
き、よりよくしたいとい
う思いを持つことができ
る。 

・作りたいおもちゃの計画を立て
る。 

・動くおもちゃを作る。 
・みんなで遊ぶ。 
 

【知】おもちゃが動く仕組み、材料
の組み合わせに気付いている。 
【思】おもちゃの動きを予想したり
確かめたり、見直したりを繰り返し
ながら、おもちゃ作りをしている。 
●自分たちはどこを目指すのか
意見を出し合い、最終到達点を決
めることができる。 
●友達から貰ったアドバイスを
受け止めて自分のおもちゃに生
かせそうなものを選ぶことがで
きる。 

９ 
 
 情報を交換し合って自
分が作ったおもちゃを見
直し、動くおもちゃに
は、材料や働く力が関係
していることに気付き、
よりよいおもちゃを作る
ことができる。 

・遊んだ活動を振り返る。 
・課題を共有して改善を考える。 
 

【主】友達と共有した情報を生
かしてよりよくしようとしてい
る。 

生活科 

みんなのおもち

ゃであそぼう 

・グループごとに友達の
おもちゃで遊ぶ。 

・友達が作ったおもちゃ

を大切に扱わせる。 

・ルールを守り、片づけ

や整理整頓をすること

ができる。（観察） 

生活科 

1 年生を招待し

よう 

・1 年生に喜んで貰えるよ
うに準備できることを
話し合う。 

・1 年生の立場になって考

えさせる。 

・クラスで遊んだときの

反省点を出す。 

・遊ぶ相手を考えながら

ルールを変えることが

できる。（発言・記述） 

生活科 

１年生と遊ぼ

う 

・1 年生を招待しておもち
ゃで遊んでもらう。 

・1 年生に伝わる説明を考

えさせる。 

・他学年とも仲良く遊ぶ

ことができる。（観察） 

生活科 

なにをかんじ

たかな 

・単元の振り返り 
・単元を通してできるよ
うになったことを考え
る。 

 

・振り返りの視点を与え

る。 

 

・自分の取り組みや友達

との関わりについて振

り返ることができる。

(記述) 
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10
～

13 
 
 

 試行錯誤を繰り返して
おもちゃを改良し、力と
動き、材料との関係に気
付き粘り強く遊びを創り
出そうとしている。 
 

・おもちゃをパワーアップさせる 
・改善点を生かしてパワーアップ
させる。 

・作戦を振り返る。 

【思】友達と比べたり、動きを
繰り返したり、乗り物に見立て
て飾り付けをしたりしながら、
おもちゃを改善するために使う
材料、道具などを選んでいる。 
【主】みんなで楽しく遊びたい
という願いをもち、粘り強く遊
びを創り出そうとしている。 
●友達から貰ったアドバイスを
受け止めて自分のおもちゃに生
かせそうなものを選ぶことがで
きる。 

14 
～

19 

 友だちのよさや自分と
の違いを取り入れ、約束
やルールを守って友達と
一緒に遊ぶと楽しいこ
と、適切な道具の使い
方、準備や片づけに気付
き、遊びを楽しくでき
る。 
 

・おもちゃで遊ぶ準備をする。 
・おもちゃで遊ぶ 
・振り返り 

【知】片づけや整理整頓をして
いる。 
【思】遊びの約束やルールなど
を工夫しながら遊んでいる。 

20  遊びを工夫し、友達と
楽しく遊んだことを振り
返り、自分と友達のおも
ちゃのよさに気付き、身
のまわりのものを使って
みんなで遊ぶ工夫をし
て、生活を豊かにするこ
とができる。 
 

・単元の振り返り 
・単元を通してできるようになっ
たことを考える。 

・活動を見通す。 

【主】身の回りの物を使って遊
んだり、みんなで遊んだりする
と生活が楽しくなることを実感
し、これからの生活でも取り入
れ毎日の生活を豊かにしようと
している。 

 

８ 本時について（6／20 時間） 

（１）①本時の目標 

 友達と情報を共有して、自分のおもちゃをよりよくしたいという願いをもつことができる。 
 

    

 

 

 

 

（２）本時の展開  

学習活動 〇主な発問 
・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 
●キャリア教育の目標に迫るための手だて  

導
入 

０同じ素材同士で遊ぶ。（４時間目） 
 
 
 
１学習計画の確認。 
○今日はパワーアップに向けて、ステップ 
３をやって行きましょう。 

●同じ素材で同じ願いをもっている児童でグル
ープをつくる。 

 
 
・遊んでいる時に友達の良いところ、改善点を
見つけながら遊ぶ。 

・おもちゃを大切に扱うことを確認する。 

   ②本時のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 
友達と意見を交換し、相手の考えを受け止めながら、自分のおもちゃをよりよくするための方法を見つ

け、挑戦しようとすることができる。 
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２ 前時の振り返り 
○自分で、おもちゃを作ってみて頑張ったと
ころはありますか。 
・飛ばせるようにした。 
・得点を付けた。 
・動くようにした。 

○おもちゃをパワーアップしたいところはあ
りますか。 

 ・早く動かしたい。 
 ・もっと飛ばしたい。 
 ・面白くしたい。 
 
 

 
 
●作ったものを見返して、工夫したところ改善
したいところをプリントで見返す。 

 

展
開 

３ 友達のおもちゃにアドバイスを送る 
○友達にアドバイスやよいところを伝えまし
ょう。 

 ・ここが面白い。 
 ・どうやって作ったの。 
 ・ゴムを太くしてみるのはどうかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ アドバイスを選び、改良する 
○友達から貰ったアドバイス、友達のよかっ
たところをおもちゃにいれてみましょう。 
 ・○○できるように○○する。 
 ・こうしていたから私のおもちゃにも入れ
てみたい。 

 
 

・4時間目に遊んだことを想起させる。 
・国語科「そうだんにのってください」の学習
を想起させ、相談にのらせる。 

・改善点だけではなく、よかったところも伝え
る 

・伝える書き方を提示する。 
・優しくおもちゃを触るように指導する。 
●よい意見はピンクの付箋アドバイスは青の付
箋で色分けをする。 

◇友達と情報を共有して、自分のおもちゃをよ
りよくしたいという願いをもって作ろうとし
ている。【主：記述/観察】 

 
・アドバイスでわかったらすぐに生かす。分か
らないときはアドバイスをもらった人に聞き
ながら作る。 

・友達の案の中から使えそうなものを選ばせ
る。 

・案を出してくれた友達に相談をしながら作製
する。 

◇友達のアドバイスや自分で見つけたことをお
もちゃ作りに取り入れようとしている。【思：
記述】 

 

ま
と
め 

５ 振り返り・次回の見通し 
〇友達から貰ったアドバイスから、次の時間 
にはどんな直しをするか決めましょう。 

○できたよちょきんにできたことを記入しま 
しょう。 

・友達からのアドバイスを次回に取り入れさせ
る。 
・自分で見つけた工夫できる場所を次回の見通
しとして考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達とおもちゃをパワーアップさせよう。 
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（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 授業観察の視点 

・同じ素材で同じ願いを持っている児童でグループ化したことはアドバイスを送りやすかったか。 

・付箋を用いた交流をしたことは友達と意見を伝え合いながらおもちゃをよりよくしようとする意欲が

高まったか。 

 

自分のおもちゃでがんばったところ 

・しっかり動くようにした。 

・飛ばせるようにした 

自分のおもちゃをパワーアップしたいところ 

・早くうごかしたい。 

・もっと遠くまで飛ばせるようにしたい。 

友達とおもちゃをパワーアップさせよう。 
友だちからもらったアドバイス 
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第３学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

令和７年７月２日５校時 

第３学年２組   ２６名 

授業者 川 野 由紀子 

＜研究主題＞ 

めあてに向かって主体的に学び、考える児童の育成 ～キャリア教育を通して～ 

 
＜第３学年の目標＞【キーワード】 

  自分事として考える【自分事として】 

 めあてを意識して振り返る【めあてをいしき】 

 相手とつながる【つながる】 

 
１ 単元名 ひまわりプレゼントプロジェクト 

      ～みんなをえがおにしよう～ 

 

２ 単元の目標 

・ ひまわりの種をプレゼントする活動を通して、学習課題の立て方や探究の方法、表現の方法につい
て理解を深める。【知識・技能】 

・ 自分を支えてくれる人について考え、ひまわりの栽培方法や手入れの仕方を調べ、相手意識をもっ
てプロジェクトに臨むことができる。【思考・判断・表現】 

・ ひまわりを栽培し、種をプレゼントする活動の中で、自分なりの課題を進んで探究し、役割を果た
して相手が喜ぶプレゼントにしようとする。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

３ 単元の評価規準 

    知識・技能    思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 単元のねらいに合わせて、
学習計画を立てることを知

る。 

② ひまわりの特徴や栽培方法
について理解することがで

きる。 

③ 自分のまわりにはたくさん
の人がいて、自分が支えら

れていることに気付くこと

ができる。 

④ 学習したことや自分の思い
を相手に伝えるようにまと

める表現方法を知る。 

① ねらいの達成にむけて、一
人一人が自分なりの課題を

見付け、探究することがで

きる。 

② 自分を支えてくれている人
について考えることができ

る。 

③ 友達の表現方法のよさを見
つけたり、自分なりの方法

で学んだことや思いを工夫

したりして表現することが

できる。 

① プロジェクトのねらいや活
動を理解し、成功させよう

と自分なりに前向きに取り

組むこと。 

② 設定した探究課題に向けて
粘り強く探究する。 

③ 読み手を意識して、学んだ
ことや思いを表現しようと

する。 

④ 相手意識をもち、進んで種
のプレゼントの準備に取り

組む。 

 

 

 

 

 
３年生の子供たちは、今年度から総合的な学習の時間に取り組み、学習の仕方は上学年の学習にも影

影響するため、今後につながる土台をつくっていきたい。 

キャリア教育の目標 

 自分を支えてくれている人の存在に目を向け、相手に気持ちが伝わるようにひまわりの種のプ

レゼントを準備する。 

 自分なりの方法で調べたことや思いを表現する。 
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＜３年の総合的な学習で指導したいことと本単元での扱い＞ 

 

 〇問いをもとに探究し続ける活動であること 

  子供たちには、「総合的な学習の時間」は、自分たちで学ぶことを決めて進めていく教科であるこ

とを指導し、単元の初めに学習計画を立てさせた。ひまわりの種を収穫して配るという目的のために

どんな活動が必要になるかを考え、短冊に書いて計画をつくった。 

 

 〇振りかえりや軌道修正の必要性 

   めあてを立てて活動して振り返り、その結果で活動の軌道修正を行うことを意識させたい。必要

な時間の確保や課題追究にかかるためにかける時間を見直させることで、キャリアプラニング能力

を伸ばしたい。 

 

 〇学んだことや思ったことを表現できること 

   学んだことや自分の考えを表現するために、タブレットなどで調べ学習をまとめることが多いだ

ろう。しかし、３年生段階では、調べたことをまとめる経験が乏しい上、インターネットの検索だ

けでは十分に理解できない。めあてを絞ったまとめ方に取り組み、まとめの意義を理解したり伝え

相手意識をもたせたりしたい。 

 

 

４ 単元設定の理由 
（１） 題材について（「人とのつながり」を意識させる指導における価値） 
  本単元では、ひまわりを栽培し、収穫できる種を集めてプレゼントするという活動を設定する。こ

の活動には本年度の重点である「人とのつながり」を意識させることができる良さがある。 

 

① お世話になった人とつながる 
   ここでは、自分たちで栽培した花の種をお世話になった人にプレゼントすることを活動の目的に

する。 

まず、自分たちが数か月かけて大事に栽培したひまわりの種をプレゼントすることで、単純に種

を配るよりも思い入れができ、プレゼントの価値をより高められると考えた。また、「お世話にな

った人にプレゼントする」という対象を設定することで、自分のまわりにいる人々に目を向け、相

手との関係を見直すことができると考えた。 

この活動を通して、自分がいろいろな人に支えられていることや、相手に喜んでもらいたいとい

う活動への意欲を引き出したいと考えた。 

 

② グループの友達とつながる 
種をまく学習開始時点から、グループで活動に取り組む。グループは４～５人のグループ（全６

班）を 1 グループとして栽培からプレゼントを渡すまで同じメンバーで活動する。総合的な学習の

時間では、各自の探究活動や表現活動を充実させる必要がある。しかし、初めての単元であるため、

グループでの活動を基本とし、一人一人の探究活動は分担された活動や調べ学習で確保する。 

グループの友達に考えをはっきりと話せることや、コミュニケーションを取りながら協働作業を

進められることから初める。 

 

③ 読み手とつながる表現力の育成 
３年生になったばかりの子供たちは、本やインターネットで調べたことをまとめる作業も初めて

である。ここでは、読み手を意識したまとめ方を指導する。 

当初は調べたことを自分なりにメモすることから始め、次第に内容ごとに見出しを付けてまとめ

たり、友達と書く内容が被らないように調整したり、より効果的なまとめ方を模索できるようにす

ることを目指して段階的に指導する。 
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（２） 児童観 
 低学年から進級してきたばかりの子供たちは明るくてとても素直である。しかし、総合的な
学習の時間は児童にとって新たに出会う領域であり、未だ自分で探究課題を見つけたり、探究

した結果をまとめたりする経験は乏しい。総合的な学習の時間のスタートを切るにあたり、子

供たちが主体的に活動できるように指導したい。 

 

① アンケートの結果から   実施日：６月上旬  対象：第３学年児童 

Ｑ１ 友達や先生、家ぞくの意見を聞くとき、その人の気持ちや考えを「なるほど！」と受け

止めようとしていますか。 

 

Ｑ２ 友達や先生、家ぞくに、自分の言いたいことや思っていることを、相手が「うん、わかっ

た！」となるように、考えて話そうとしていますか。 

 

Ｑ３ 考えて話したことは、相手に伝わっていますか。 

 



３年―4 
 

    Ｑ２の結果から、半数以上の児童が、相手が理解できるように工夫して思いを伝えようとする

ことを「いつもしている」と感じていることが分かる。一方、Ｑ３のそれが伝わっているかとい

う問いに対しては、「あまり伝わっていない」と感じている児童が多くおり、伝えるための表現

力や技能がまだ身に付いていないということが分かる。 

  そこで本単元では、「お世話になった方々とのつながり」「グループの仲間とのつながり」な

どといった「人とのつながり」を児童に意識させ、周りとのつながりを厚くしていく。お世話に

なった方々にチラシを作成する作業においては、ひまわりの種をプレゼントする相手のことを考

え、どのようにすれば読み手に自分達の思いが伝わるかを考えながら作成させることで、伝える

ための表現力を育成したい。さらに、グループでの協働作業を通して、相手の気持ちや考えを受

け止めようとするだけでなく、「相手に伝える」ことを意識させ、グループの友達とのコミュニ

ケーションを取りながら活動を進められるようにする。 

 

Q4 自分から「これやろう！」とやくわりを見つけたり、「じゃあ、これは自分がやるね！あな

たはあれをよろしくね！」と仕事を分け合ったりしながら、友だちや家ぞくと力を合わせ

て行動しようとしていますか。 

 

     役割分担については、多くの児童が「いつもしている」または「ときどきしている」と回答

しており、取り組みに対して前向きな姿勢があることがうかがえる。本単元においても、一人一

人が自分事としてとらえられるように、畑に区切りをつけたり、お世話の当番を決めたり、チラ

シを書く分担を決めたりして協働作業を進める。 

 

② これまでの活動での子供の様子 

 

〇 単元内での活動の様子 
本単元では、学習計画を子供たちに立てさせ、途中で出てきた課題に合わせて、臨機応変に

計画を変更したり調整したりしながら思いに沿って活動を進めるようにした。 

 



３年―5 
 

その１ 花壇づくりと種まき  

子供たち自身の手によって花壇を作ろうと一から花壇づくりを始めた。し    

かし、花壇の整地は難しく、なかなか作業が進まなかった。初めは手で雑草を

抜いていたが、次第に石や木の枝を使い始め、最終的には多くの子がスコップ

を使って効率よく作業するようになっていった。 

ときには、とても長い根の雑草が土の下から出てきた。しかしそれは花壇の

外に生えている木の根であることに気付き、また埋めることができ、６月１２

日の梅雨の晴れ間の日に種まきができた。 

しかし、課題は無くならない「柵どうやって作るんだろう。」「看板も付けた

い。」「図工室にあるかな。」「主事さんに聞いてみようか。」このようなつぶや

きをもとに図工の先生と主事さんに協力してもらうことになり、子供たちにとって新たな”つながり”

を作りながら活動を続けた。 

 

その２ 花壇の看板づくり 

  花壇の世話をしていくと、様々なトラブルが起こる。 

ある日花壇を見に行くと、花壇が掘り起こされておいた。指 

導者側が学級園の分担を共通理解しなかったため、ある委員会 

が空いている花壇だと思い、例年通り花壇を耕し直して新たに 

ひまわりの種を蒔いてしまった。 

このことを子供たちに伝えると、「自分たちの畑であること 

が見て分からなかったことが原因である。」」と考え、図工室から 

材料をもらい、花壇に看板を立てることに決めた。また、ひま 

わりについては、「せっかく５、６年生が蒔き直してお世話を 

してくれているのだから一緒に育てよう」ということになり、委員会に連絡に行った。問題を乗り越

えると、畑への愛着が湧くことを実感した。 

 

 

その３ 学年総会の設定 

「種を誰に渡すか」という視点での検討がはじまると、いろいろな希望が出てきた。「児童館には

自分が渡しに行きたい。」「学年全体でできた種の総数が知りたい。」等、いろいろな希望や疑問を持

つようになった。このような経緯から、種を収穫した後に学年総会をもつことにした。 

 

 

〇 単元内のまとめでの様子 
 

その１ ひまわり図鑑づくり 

  

ひまわりの栽培について必要な情報をタブレット 

や本で調べること活動を行い、グループでひまわり 

図鑑を作った。各自が B5版１枚にまとめ合本にしたが 

図鑑の内容が人とだぶっていて、グループ全体で 

構成する視点が必要であることに気付いた。 

すでに、「記事がたぶらないように書こう」「表紙も 

分担して書こうね」等、自然に役割分担を意識した 

発言が出た。 
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その２ つながりマップづくり 

  自分のまわりにはたくさんの人がいることについて 

考え整理する過程で、多くの人たちがいろいろな立場 

で自分をささえてくれることに気付いた。また、自分も 

無意識に他の人を支えているかもしれないことを意識 

した。このような気付きを促すために、つながりマッ 

プを作った。 

 
 
（３） 指導観（教師の願いと指導の工夫） 

ひまわりを育てて種をプレゼントする活動を子供主体で進めるためには、いろいろな知識が必要に

なる。そこで、「カリキュラムマネジメント」「表現力の育成」を次のように進めることにした。 

 
① カリキュラムマネジメント 
  ひまわりを栽培するだけでなく、「お世話になった人にあげる」という視点を付け加えて活動

に意義をもたせる。 

 

   ＜１次 ひまわりを育てて準備しよう＞ 

    Ａ ひまわり栽培について（経験が少ない植物栽培について学び、活用する。） 

     ・理科「種まき～植物を育てよう～」―栽培の基礎知識や種まきの仕方、観察の仕方。 

              （活動への活用）ひまわりを栽培し観察する。 

 

     ・総合的な学習の時間 ひまわりについての調べ学習を行う。 

      

    Ｂ まわりの人に目を向ける 

・社会科「わたしたちのまち」―地域の様子や施設を調べて特徴を知る。 

         （活動への活用）自分たちを支えてくれている人について考える。 

 

     ・総合的な学習の時間 お世話になった人について考えよう。 

（種をプレゼントする相手を決める。） 

 

    Ｃ チラシ作り 

・国語科「ポスターを読もう」―ポスターの見方や効果的な表現。 

（活動への活用）チラシづくりに生かす。 

 

     ・総合的な学習の時間 読み手を意識してチラシを書く。 

 

   ＜２次 たねをプレゼントする＞ 

    ＤＥ 出店する 

     ・理科「たねとり」―種とりの仕方やよい種や悪い種の見分け方。 

      （算数科 わり算の考え方） 

（活動への活用）いくつずつ何人に配れるか考える。 

 

     ・学活 ３年生学年総会 議長を立てて、渡す相手や分担について話し合う。 

（活動への活用）学年全員で共通理解する。 

 

     ・総合的な学習の時間 出店準備・出店 

         

   以上のように、教科と総合的な学習に時間を交互に進めることで経験が少ない子供たちの学習を

充実させようと考えた。 
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② 段階的な表現力の育成 
調べたことをただ写すだけでなく、読み手を意識した表現を身に付けさせたいという願い

があるが、3年生という発達段階では、長い文章を書き上げることには難しさがある。 

そこで、以下のようなまとめ方を体験させ、少しずつ読み手を意識した表現に高めていき

たいと考えた。 

 

 方法 

 

  各自が体験する表現    書く内容 

１ メモする 〇調べたことをメモする。 

 

・本やインターネットで調べたことを

横罫線の用紙にメモする。 

２ ひまわり図

鑑作り 

〇調べたことに見出しを付け、見

出しに合った記事を書く。 

 

・１人 B5１枚の用紙にまとめ、それら

を本として貼り合わせる。 

・グループで１冊のひまわり図鑑を作

る。 

３ つながりマ

ップ作り 

〇グループ内で役割を分担して記

事を書く。 

・「自分を支えてくれている人」がたく

さんいることが分かるよう、グルー

プで内容を分担して記事にする。 

４ チラシ作り 〇クループで記事を選択し、役割

を分担して記事を書く。 

・種に付けるチラシに書く記事を吟味

し、読み手に思いが伝わるように記

事にする。 

     一人一人の書く文章が短いため、作品が出来上がるための時間は短くて済む。グループで作

業することでそれぞれのまとめ方のポイントが捉えられるようにする。 

    このような段階を経ることで、効果的な記事の選択、紙面の配置などに触れる体験をさせ、次
単元や次学年で「ポスター」や「新聞」などの方法を各自が選択できるようになったり、より効

果的な表現を模索できたりする足がかりにしたい。 

 
 
５ キャリア教育の目標に迫るための手だて 

 
   見つける力 【自分事として】 
役割や分担がはっきりするように取り組む 

 畑に区切りをつけたり、お世話の当番を決めたりして一人一人が自分事としてとらえられるようにす

る。また、まとめでは自分が書くことを明確にして人任せにならないようにする。 

すべての授業で自分の学びを実感することが重要であると考え、すべての授業の課題提示時に マー

クを提示して各自が学ぶべき事を意識できるようにするとともに、振り返りでも自分について振り返る

ことができるようにする。 

 

 
   考える力 【めあてをいしき】 
学習計画を立てる・臨機応変な学習の進行 

 第１次初めに，「ひまわりプレゼントプロジェクト」について知らせ、どんな活動をすればよいか考

えさせて学習計画を立てる。このようにスタートすることで、学習が子供たちのものになるようにする。

また、「畑の土が固いからゆっくりと耕したい」「畑に看板を立てたい」などの課題が出てきたときには、

計画にこだわらずに新たな活動を行い、子供たちの興味や意欲に合わせて活動を進める。 

 

 
   訊く・伝える力 【つながる】 
「つながり」を意識する 

 「お世話になった人にひまわりの種をプレゼントしよう」という活動を通して、周りの人の存在に関

心をもち自分が多くの人に支えられていることを知る。また、グループで協働作業することで、友達と
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のつながりを大切にできる。さらに、「読み手」を意識したまとめを行うことで、「読み手」とつながる

表現を工夫する。 

 

６ 単元の指導計画・カリキュラムマネジメント（事前・事後指導の見通し） 本時（１０／１８時間扱い） 

  教科（時数） 学習活動 留意点 評価規準 

   1 学期（1次） 学習計画を立てる ⇒ チラシを作る 

 １ 【課題の設定】 

総合的な学習の時間

（１） 

〇学習計画作り 

・「ひまわりプレ

ゼントプロジェ

クト」について

知り、学習計画

を立てる。 

 

・プロジェクトについ

て話す。 

・総合的な学習は自分

たちで学習計画を立

てる教科であると指

導する。 

・必要な活動を考えて短冊

に案を書き、学習計画を

立てる。（発言・短冊） 

一 

次 

 

ひ

ま

わ

り

を

育

て

て

準

備

し

よ

う 

 

 

２ ① 

ひ

ま

わ

り

栽

培 

【Ａ】 

理科 

種まき～植物を

育てよう～（１

＋α） 

・他の植物の種と

ともに観察し、

種まきをする。 

・世話の仕方や観察方

法などを確認する。 

・植物に興味をもち、育て

方を調べる方法を知る。

(発言・観察ノート) 

・種をまき、継続観察する

ことができる。（発言・

観察ノート、写真など） 

３ 

４

５ 

【Ａ】 

総合的な学習の

時間（３） 

〇ひまわり図鑑

作り 

（活動） 

・各自がひまわり

に関する課題を

決めて調べる。 

（表現）① 

・調べたことをメ

モし、グループ

でひまわり図鑑

をつくる。 

（活動） 

・発達段階として、イ

ンターネットだけで

は十分に調べること

ができないため、調

べられる本を準備す

る。 

（表現） 

・各自が B5 版 1 枚で

まとめ、合本にす

る。 

（活動） 

・自分なりに課題を決めて

調べることができる。

（行動観察・ワークシー

ト） 

（表現） 

・自分の調べたことをメモ

することができる。（ワ

ークシート） 

・自分の調べたことに見出

しをつけてまとめること

ができる。（ひまわり図

鑑） 

６ ➁

ま

わ

り

の

人

に

つ

い

て

知

る 

 

【Ｂ】 

社会科（１） 

〇わたしたちの

まち 

 

（活動） 

・自分のまちにつ

いて学習したこ

とから、自分の

周りにいる人に

ついて考える。 

（活動） 

・たくさんの人と関わ

っていることや、そ

の人たちに支えられ

ていることに気付け

るようにする。 

（活動） 

・多くの人と関わり、支え

られ得られていることに

気付く。 

 （発言・ワークシート） 

７ 

８ 

【Ｂ】 

総合的な学習の

時間（２） 

〇つながりマップ

作り 

（表現）② 

・自分を支えてく

れている人達に

ついてまとめ

る。 

（表現） 

・自分を支えてくれて

いる日人達について

ポスターにまとめ

る。 

 

 

（表現） 

・思いをもって周りの人と

の関りをまとめることが

できる。（発言・ポスター） 

 

９ ➂ 

チ

ラ

シ

作

り 

 

【Ｃ】 

国語科（１） 

○ポスターを読

もう 

 

 

（活動） 

・ポスターを比べ

て読む。 

・ポスターの例を

見て、工夫して

いるところを話

し合う。 

（活動） 

・作り手の工夫を考え

る。誰に向けて作ら

れているか、何を、

どのように、伝えよ

うとしているのか考

える。 

（活動） 

・目的を意識して、中心と

なる語や文を見つけてい

る。 

（発言・ワークシート） 

 

 学習に見通しをもち、

学習計画を立てる。 

自分を支えている人と

の関係が考えられる。 
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7 本時について（11／17 時間） 

（１）本時の目標 

  ひまわりの種とともに渡すチラシについて考え、自分が伝えたい内容を意識し、製作や見通しをも

つことができる。 

 

 

 

 

本

時 

 

 

 

・言葉と絵、写真など

を、どう組み合わせ

ているか考える。 

10 

11 

12 

【Ｃ】 

総合的な学習の

時間（３） 

〇チラシ作り 

 

 

 

（表現） 

・伝えたい思いを

まとめる。 

（表現） 

・チラシを作る。 

（活動） 

・チラシに１２で学習

した内容が盛り込まれ

るように指導する。 

（表現） 

・写真や観察記録など

いろいろな学習の足跡

が活用できることを指

導する。 

（活動） 

・種を渡す時をイメージ

し、自分の思いをもてる

ようにする。 

 （発言・ワークシート） 

（表現） 

・思いをチラシにまとめる

ことができる。（記事、チラ

シ） 

   ２学期（２次） たねとり ⇒ 振り返り 

二

次 

 

種

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

す

る 

 

13 

14 

 

④ 

出

店

す

る 

【Ｄ】 

理科・算数科

（２） 

〇たねとり 

〇渡す人を決め

る 

・種を数えて、誰

に何個ずつ渡す

か決める。 

・数え方を指示し、短

い時間で数えられる

ようにする 

・相手の人数を確定し

て計算できるように

する。 

・予備を確保する。 

・進んで数える作業に取り

組む。 

・渡す相手について自分な

りの意見をもって話し合

いに参加している。（行

動観察・ワークシート） 

15 【Ｅ】 

学活（１） 

学年総会 

（9/10） 

・各クラスの分担

や作業手順につ

いて確認する。 

・各学級から議長や書

記、提案者を決めて 

 話し合いをする。 

・学年総会に前向きに参加

することができたか。 

 （行動観察・振り返り） 

 

 

 

16 総合的な学習の

時間 

（１） 

〇出店準備 

・分担に従って 

 必要なものを準

備する。 

 

・ポスターや封筒の装

飾、チラシの封入な

どの分担を決めてお

く。 

・作業に必要なものを

準備しておく。 

・自分に分担された作業に

前向きに取り組めたか。

（行動観察） 

 

17 

18 

総合的な学習の

時間 

（３） 

〇出店 

〇振り返り 

（活動） 

・出店する。 

（振り返り） 

・活動を通して振

り帰りをする。 

（活動） 

・店番の割り当て、担

当決めを行う。 

（振り返り） 

・項目に分けてワーク

シートを作り、振り

返りやすくする。 

（活動） 

・店番の割り当て、担当決

めを行う。 

（振り返り） 

・学習での自分の様子を的

確に振り返ることができ

る。（ワークシート） 

 

 

 

 読み手に伝えたい事を

考えることができる。

 種配りに前向きに 
参加できる。 

 学年総会に意見を 

もって参加できる。 
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（２）本時の展開 

 学習活動 〇主な発問 

・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 

●キャリア教育の目標に迫るための手だて 

導

入 

１ 学習に見通しをもつ。 

〇この台紙を作ってこのくらいの大きさの台

紙に作ります。裏にも表にも書きます。 

 ・色がさみしいので、絵を描きたいです。 

 ・写真を貼りたいです。 

 〇まず、今日はどんな記事を書くかを決めた

いと思います。 

 

 

 

 

・チラシのもとになる台紙を見せて、製作のイ

メージをもたせる。 

 ⇒A4の台紙に、これまでと同じように、各自 

の記事を貼って仕上げることを知らせる。 

  台紙と記事の紙を見せる。 

 

 

 

 

展

開 

２ どんな内容の記事を載せるか考える。 

（１）チラシの効果について考える。 

  〇種だけを渡すのではなく、チラシが必要

なのはなぜですか。 

   ・ひまわりの育て方が分かる。 

   ・チラシをつけると、言いたいことが説

明でできる。 

（２）チラシで伝えたいことを考える。 

  〇チラシを渡すことで伝えたいことは何で 

すか。 

＜個人で考える＞ 

 〇チラシで伝えたいこととその理由を書き

ましょう。 

  ・ひまわりの育て方 

・頑張って調べたり育てたりしたこと。 

・看板をつくったこと。 

・「ありがとう。」の気持ち。 

 ＜学級で考える＞ 

   ＊伝えたいことを全体で共有する。 

    がんばった 苦労した 

    ありがとう ひまわりについて 

（３）グループでチラシに書く記事を決める。 

   〇思いを伝えるために記事を選びましょ

う。 

    ・ひまわりの育て方を説明したい。 

      理由⇒育て方を知ってほしい。 

    ・ひまわりの花言葉を紹介したい 

      理由⇒素敵な言葉だから。 

    ・お世話になった人に手紙を書きたい。 

理由⇒ありがとうを伝えたい。 

 

 

 

 

・プロジェクトが始まったときに提案されてい

る「チラシ」についてもう少し考えさせる。 

●チラシの効果を考えることを通して、もらっ

た人の気持ちを考え、つながろうとする視点

をもつことができる。 

 

 

・これまでのまとめ方との違いを着目させ、 

 読み手を想定させることで、より効果的な記

事の選別ができるようにする。 

 

◇読み手に喜んでもらおうという思いをもって

考えることができる。（発言）【思考・判断・

表現】 

 

・伝えたいことは無理に１つに決めない。 

 

 

 

・これまでに子供たちが書いた記事やこれまで

の活動をみんなであつめた「アイディア集」

にして渡す。 

＜ひまわりの生育に関わること＞緑 

＜自分の周りの人に関わること＞オレンジ 

＜苦労したこと、活動の記録＞青 

 

・各グループにホワイトボードを配布し、検討

できるようにする。 

 

 

   本時のキャリアの目標               

まわりの人に自分が伝えたいことは何か考える。 

チラシを読む人のことを考え、自分が伝えたい内容を選ぼうとする。 

チラシにのせる記事を考えよう。 
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   〇グループで「これは書きたい」と思っ

たことをまとめて発表してください。 

 

 

・時間内にはグループの記事は決まり切らない

ため、次の時間にもう少し話し合いをしてか

ら書き始めることを伝える。 

ま

と

め 

４ 学習をまとめ、振り返りを行う。 

〇今日の勉強は、どんなチラシを作るか考えま

した。 

自分はどんなチラシを作りたいと感じました

か。ワークシートにまとめましょう。 

 

 

 

◇自分なりにチラシをイメージし、伝えたい内

容を意識できた。（観察・ワークシート） 

・次時の予告をする。 

 ⇒台紙に記事を配置し、どのようなレイアウ

トをする考えることを伝える。 

 

８ 研究協議の視点 

① ひまわりの種をプレゼントするという活動を設定し、いろいろな教科の学習を組み合わせて活動
したことは、「つながり」を感じさせる活動として有効であったか。 

② 表現形式を図鑑づくり・マップ作り・チラシ作りと発展させて取り組んだことは、読み手を意識
したまとめの基礎作りとして適切であったか。 
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ひまわりプロジェクト        （              ） 
 

 

 

 

 

 １  

 

 

 ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ひまわりプレゼントプロジェクト④       （                ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 めあて 

 

 
 

 ふりかえり 
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 ３年２組 みんなであつめた アイディア集   
＜図かんづくりで調べたこと＞ 

１ ひまわりのとくちょう 

２ ひまわりのれきし 

３ ひまわりのそだて方 

４ たねまき 

５ お世話のし方 

６ びょう気や がい虫 

７ 花について 

８ 花は どっちをむいてさく？ 

９ たねはいくつとれるか 

１０ たねから あぶらがとれる？ 

１１ たねは食べられる？ 

１２ ひまわりのしゅるい 

13 世界のひまわりのしゅるい 

1４ そのほか 

15 クイズ 

16 おもしろもんだい 
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3 年 2組 ひまわりプロジェクトの記ろく 
 

    日にち          みんなでしたこと 

 

  ５月 １６日（土） たねまき １回目 

 

  4 月 28 日（月） 

         から 

 

6 月 14 日（土） 

ひまわり図かんづくり スタート！ 
 

図かん発表 

6 月 ５日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 ２日（月） 

 トラブル  はたけがなくなった 
＜がんばりポイント１＞かんばんづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜がんばりポイント２＞さいばいいいん長 や先生に話した 

      さいばいいいんさんと いっしょにそだてる 

 

たねまき２  さいスタート 

 6 月 6 日（金） 

 9 日（月） 

    13 日（金） 

    １６日（月） 

    ２３日（水） 

    ３０日（月） 

がんばったお世話やかんさつ 
① 水やり 草とり 
② 写真 
③ 高さ調べ（紙テープ） 

6 月 １８日（月） つながりマップづくり 
お世話になった人について考える 

     おせわになった人 や 

 なかま        が   たくさんいた 
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6 月 25 日（水） ポスターのべんきょうをした。 

 

  7 月 2 日（水） チラシ作り スタート！！ 
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第４学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

令和７年６月４日５校時 

第４学年３組３５名 

授業者 野﨑 麗 

＜研究主題＞ 
めあてに向かって主体的に学び，考える児童の育成～キャリア教育を通して～ 

 
＜第４学年の目標＞【キーワード】 

自分の持ち味を見つける【自分らしさ】 

もう一歩自分ができることを考える【プラス 1】 

  自分らしさをかけ合わせてさらに大きな力に！【かけ算】 

 

１ 単元名 「共に生きる～できることを力に～」 
 

２ 単元の目標 

・様々な違いがあることや，違いを受け入れることの大切さを理解し，身体（身体障がい）や目（視覚

障がい），耳（聴覚障がい）などに違いのある人々の生活や工夫について調べたことを自分の言葉で

まとめる。【知識及び技能】 

・様々な違いがある人々と共に生きるために，自分たちの生活や身の周りの様子に目を向け，どのよう

な工夫や配慮ができるかを考え，他者の意見や発表から多様な視点や方法を学びながら，自分の考え

をもち，話し合いや表現を通して伝え合う。【思考力・判断力・表現力】 

・様々な違いがある人々との関わりに関心をもち，違いを受け入れることの大切さを理解しながら，自

分にできることを考え，よりよい関係づくりに向けて主体的に学び合い，行動しようとする。【学び

に向かう力，人間性等】 

 

３ 単元の評価規準 
知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

①人には様々な違いがあること  

や，違いを受け入れることの

大切さについて理解してい

る。 

②身体（身体障がい）や目（視

覚障がい），耳（聴覚障がい）

などに違いのある人々の工夫

や努力，共に生きるために自

分にできることについて，考

えたことを自分の言葉でまと

める。 

①様々な違いがある人々と共に

楽しく過ごすために，どんな

工夫ができるか考え，表現す

る。 

②他者の発表から新しい視点や

工夫を受け止め，自分の考え

を広げたり，学びを整理した

りする。 

③自分たちの生活や身の周りの

様子に目を向け，様々な違い

がある人々と共に生きるため

にできることを考える。 

④他者の立場を理解し，自分の

考えをもったり，話し合いや

表現活動を通して伝えたりし

ている。 

①様々な違いがある人々との関

わりに関心をもち，すすんで

学習に取り組むことができ

る。 

②自分にできることを考え，す

すんで行動しようとしてい

る。 

③様々な違いがある人々との生

活やよりよい関係づくりに向

けてすすんで学び合い，行動

しようとしている。 

 

 

 

 

 

本単元のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように）  
様々な違いがある人々と共に生きる社会の在り方を考え，自分と異なる他者の立場や考えに目を

向けながら，よりよい人間関係づくりや自分にできることについて考え，他者と協力してよりよい

生活や社会をつくっていこうとする協働・共生の態度を育てる。 

最新版 
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４ 単元設定の理由 
（１）題材について 

 本題材は，第４学年の総合的な学習の時間の中で「福祉」の学習として扱う。共生社会に向け，第１

学年では，クラスの友達とよりよい生活を送るためにできることについて考えた。第２学年では，学習

発表会を通して，家族や先生方に向けて自分や友達のよさや成長を伝えた。第３学年では地域の一員と

して地域のために自分ができることを考えた。それらの学習を受けて，第４学年では，社会には国籍や

年齢などの様々な違いのある他者がいることに気付き，違いの一つとして障がいを捉えられるように設

定した。身の周りの人との違いと比べ，障がいについては考える経験が浅いため，どのようにすれば一

緒に楽しく過ごしていけるのかということに課題をもちやすい。その課題意識から，障がいについて，

そして障がいをもつ人々と共生していくための工夫について知りたいと思う意欲を高める。障がいの中

でも児童が見聞きしたことがある，視覚障がい，聴覚障がい，身体障がい(手や足)に絞り，パラ・デフ

スポーツについて選択し，調べ学習を行う。本題材で，人との違いや自分にできる工夫について考えて

いくことで，自分や自分の身の周りに改めて目を向けたときに自分のよさに気付いたり，自分の持ち味

を生かして学校や学級での集団生活の向上を目指したりできるようにしていく。 

 

（２）児童観 

 本学級の児童は，「違い」についてこのように捉えている。 
（下図 4 年 3組第 1時 振り返り ちがいって？） 

 

 
 

すごくいいこと。ちがいがあるから協力して、関
係が深まる。 

ちがいは大切。それぞれできないことでも、協力
すればできる。 

ちがいがあっていい。助けることができるから。 ちがいがあるといい。個性的。 

ちがいがなかったら、一人ができなかったらみん
なできないから。 

人はいろいろこせいがある。ちがいがあってい
い。 

ちがいがなかったら、同じ人が何人もいるようだ
から、あまり助け合いができない。だからちがい

ちがいがあると、助け合って、自分ができないこ
と→助けてもらう 
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があった方がいい。誰にでもできないことをす
る。 

自分ができること→助けてあげる 
ということをやると、みんな幸せ、うれしくなれ
る。ちがいがあっていい。 

ちがいがあっていい。見方を変えると、害虫も益
虫になる。 

人とはちがう個性があり、助け合う。 

いい！みんなちがうこせいじゃないとこれができ
ない、あれができないってなるから。 

あっていい。自分ひとりじゃなく、いろんな特技
を持った人がいる。 

ちがいはあったほうがいい。みんな色々な違いが
あるから色々なことが考えられるから。 

ちがいがあっていい。助け合える。違う個性があ
ったら、仲良くなれる。 

長所と短所が人それぞれちがって、みんな「自」
をもっていることだから、いいことだと思う。ち
がいがあるから、助け合える、協力できる。ちが
いがあるから、共に生きることができる。 

ちがいがなかったら、身長や性別などもすべて同
じになってしまう。ちがいがあったら、それぞれ
の個性が顔や言葉に出るから、ちがいがあった方
がいい。 

ちがいがあるからみわけがつく。 ちがいがあるからこそ、みんなをすくえる 

あったほうがいい。それぞれ個性がある方がみん
なその個性を探ることができてさらに仲を深める
ことができる。 

すべて同じだとけんかになってしまうこともある
から、ちゃんとちがいがあったほうがいい。嫌い
を好きに変えるために、きらい、すき、どっちも
あった方がいい。 

実は大切なもの。一人の性格だとみんな同じこと
しかできない。 

自分のこせいや、人のこせいを活かせること。い
ろんな人がいるからこそ、生きられる。 

色々な個性があるから、ちがいも大切。 特技、声、ちがいがあっていい。 

ちがいがあるから助け合いができる。ちがいがな
いと性格がない。 

ちがいはあっていいけど、みんなで助け合いをし
ないと。差別しちゃダメ。 

ちがいがあっていい。ちがいがなかったら、でき
ないことがずっとできないままになってしまうか
ら。 

大切なもの。ちがいがあるから仲が悪くなる、だ
めなことがあるけど、ちがいがあるから成立す
る、いいことがあるから大切。 

 
 目や耳，手足の不自由さがある違いについて，第２時でパラリンピック・デフリンピックの映像を見
せた。「自分には目も耳も手足もそろっているのに，パラリンピックやデフリンピックに出ている人た

ちは，自分よりもすごいことをしている。そのことに気づいて，全部あってもできないことはあるし，

人間ってすごいなとあらためて思った。」と，違いについて新たな気付きをもつ児童がいた一方で，「目

や耳，手足のちがいがある人を見たことはあるが，実際はよく分からない」「どのように生活をしてい

るのか分からない」「もし一緒にスポーツをするとしたら，どのようにしたらいいのだろう」という疑

問をもつ児童が多かった。そこで，この単元を通して障がいを違いの一つとして捉え，違いについて知
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り，理解し，自分と違う人たちと出会った時，共に生きていくためにどのようにしたらよいのかを考え

られる児童を育てたい。そして，自分にも同じように長所や短所があり，自分に合った活躍の場を見つ

けることや自己改善の余地があることなど，自己の生き方について考えを広げられる児童を育成し，こ

れからの人生の中で出会う集団の中で生活をよりよくしていこうとする資質・能力を身に付けさせたい。 

 
（３）指導観（教師の願いと指導の工夫） 

 この学習を通して，障がいがあることを違いの一つとして捉え，相手に合わせて工夫をすることで共

生できる素地を身に付けさせたい。単元の初めには，自分たちの困り感から学習課題を設定するために，

絵本や写真を活用し，年齢・国籍の違いから，段階的に身体や目，耳の違いに目を向けられるようにす

る。そして，違う視点で調べた相手と交流することを通して，様々な違いのある人々と共に生きるため

の工夫について考えを広げ，深める。 

第二次では，社会の中で様々な違いをもつ人々と共に生きるために自分にできることを考えた経験を

生かし，縦割り班という身近な場に目を向け，それぞれの違いに気付き，どんな工夫ができるかを考え

る。自分の持ち味を発揮しながら，身の周りの様子や生活を見つめ直し，よりよい人間関係づくりや自

分にできることに主体的に取り組む中で，他者と協力し，よりよい生活や社会を築こうとする協働・共

生の態度を育てていく。 

 また，障がい者理解を通して，身近な人との違いにも改めて目を向け，自他のよさを認識したり，自

分らしさを感じたりできるようにしていく。そのために，自分や身の周りに目を向けられるような発問

の工夫をしたり，自分たちにできることを考える機会を意図的に設定したりしていく。 

 
 
 
 
５ キャリア教育の目標に迫るための手だて 

 
   見つける力 【自分らしさ】 
視点が焦点化された振り返りの意図的な設定 

 相手との違いを題材にした探究的な課題解決の各学習過程の振り返りで，「自分には何ができそう？」

という視点に焦点化して設定する。そのことから，相手との違いを知り，自分にできる工夫を考え，自

分だからできることや自分らしさを見つけられるようにする。 

 

 
   考える力 【プラス 1】 
児童の困り感を中心とした課題設定や学習過程の工夫 

 第１次初めに，相手との違いから一緒に遊ぶためにできる工夫を考える際に，年齢の違い，国の違い，

目や肌，髪の色の違いがある同い年の子どもの写真を提示した後，身体や目，耳が不自由な同い年の子

どもの写真を提示する。そのことから児童に困り感をもたせる。第３学年でオリンピックを調べた経験

を想起し，パラリンピックやデフリンピックの調べ学習を通して自分ができることを考えていく学習過

程の工夫ができるようにしていく。 

 

 
   聴く・伝える力 【かけ算】 
縦割り班活動を生かした相手意識 

 共通体験が少ない児童が自分たちの身の周りに目を向けるために，第２次の初めに「学習したことを

生かすために，学校の中で関わりのある学年はどこだろう。」という発問を行う。そこから縦割り班に

目を向け，同じグループの２年生について知り，違いについて工夫できるように計画する。また，その

話し合いの中の役割を決めていく過程を通して，２年生だけでなく同じグループの友達へも目を向け，

皆で取り組むよさを感じられるようにしていく。 
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６ キャリア教育の目標に迫るための事前・事後指導の見通し（カリキュラムマネジメント） 

教科（時数） 児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿（評価方法） 

特別な教科  

道徳（１） 

・マップを使って自分らし

さを書き出し，互いのマ

ップにそれぞれのよさを

加えることを通して，自

分らしさを多面的に見つ

める。 

・第３学年の特別な教科 

道徳で扱った「リフレー

ミング」を想起し，本学

習につなげることで違い

を肯定的に捉えられるよ

うにする。 

・自分の個性を大切にするこ

とについて考えを深められ

たか。(発言・ノート) 

【１学期】総合

的な学習の時間

（１５） 

第一次第１時 

・違いについて目を向け， 

他者とのよりよい生活を 

築くために，相手を知り 

工夫することの大切さを 

知る。 

・児童が違いについて目を 

向けやすいように，絵本 

を活用する。 

・人には様々な違いがあるこ

とや，違いを受け入れるこ

との大切さについて理解す

る。（発言・ワークシー

ト） 

第二次第１２時 

本時 

・第一次で学習した身体や

目，耳の違う人の工夫や

自分たちができることを

生かし，自分たちの身の

周りで自分たちができる

ことについて意見を出し

合い，検討する。 

・違いがあることを生かし

て思考できるように声掛

けをしていく。 

・同じグループの友達にも

目を向けられるようにす

るために，視点を焦点化

する。 

・自他の長所や短所に目を向

け，自分の身の周りの人た

ちのちがいについて改めて

考え，自分たちにできるこ

とを考える。（発言・ワー

クシート） 

第二次 

まとめ・表現 
・単元を通して学習したこ

とを振り返り，改めて違

いについて考える。 

・単元初めに書いた違いに

ついての考えと現在の考

えを比較し，自己の考え

の深まりを感じられるよ

うにする。 

・様々な違いがある人々との生

活やよりよい関係づくりに向

けてすすんで学び合い，行動

しようとしている。（発言・ワ

ークシート） 

けやき班活動 

（年４回） 

・違いについての学習か

ら，自分の持ち味を活か

したり，同じ班の児童の

好きなことや苦手なこと

などを知ったうえで遊び

を考えたりして，よりそ

の児童に合った遊びや関

わり方を考える。 

・「２年生」とひとくくり

にするのではなく，人そ

れぞれの違いがあること

に目を向けさせる。相手

にとって最善な工夫を考

え，過度な配慮にならな

いように注意させる。 

・２年生とより仲良く楽しく

過ごす方法を考え，実践す

る。 

・振り返りで，活動でよかっ

たところ，それぞれの児童

の様子などをよく観察さ

せ，考えさせる。 

【２学期】総合

的な学習の時間

（２５） 

・１学期に学習した身体や 

目，耳の違う人の工夫

や 自分ができること

を想起 し，パラリン

ピアンの講和や視覚不

自由体験，デフパペッ

トシアター体験などか

ら障がい者理解を深め

る。 

・どの体験でも必ず学習の

振り返りの視点に，「自

分ができる工夫」を入

れ，共生社会を作る資質

能力を育てられるように

する。 

・主体的に違いについて考

え，不自由さやできること

を肯定的に捉えることがで

きる。（発言・ワークシー

ト） 



４年―6 
 

・様々な体験から出た課題

を追究し，自分たちにで

きることを考え，まと

め・表現をしていく。 

・自分たちには何ができる

かという問いから，１学

期よりも段階が上がって

いることに気付かせ，自

分たちにできることを主

体的に行えるようにす

る。 

・今までの学習から課題を追

究し，まとめ・表現をする

ことができる。（発言・ス

ライド・ワークシート） 

 

７ 単元の指導計画 
時 目標 

●キャリア教育の視点 
学習活動 

評価規準（評価方法） 

●キャリア教育の視点 

１ 

 

課題

の設

定 

 一人ひとりの違いに目

を向け，相手を知ること

で仲良く過ごす工夫がで

きることを知る。 

●人それぞれ同じとこ

ろ，違うところがある

ことに気付き，自分の

長所や短所を認知す

る。 

・違いとはなにか想起する。 

・『ワラビーのレストラン クワガドー

エ』を読んで，一人ひとりの違いにつ

いて考える。 

・学習の終末に「ちがいがあるって，」に

続く言葉を考え，記入する。 

【知－①】人には様々な

違いがあることや，違

いを受け入れることの

大切さについて理解す

ることができたか。（発

言・ワークシート） 

●自他の特徴の違いを捉

え，自分らしさや違い

があるよさを感じる。 

２ 

 

課題

の設

定 

 様々な違いがある相手

と共に楽しく過ごすため

に，どんな工夫ができる

か考え，身体や目，耳が

不自由な人と楽しく過ご

す工夫についての困り感

から学習課題を設定す

る。 

 

・相手との違いから一緒に遊ぶためにで

きる工夫を考える。年齢の違い，国の

違い，目や肌，髪の色の違いがある同

い年の子どもの写真から違いや工夫を

考えた後，身体や目，耳が不自由な同

い年の子どもの写真から違いや工夫を

考える。 

・パラリンピックやデフリンピックを知

り，映像を見て自分が，【身体(手足)の

違い】【目の違い】【耳の違い】の中か

ら何を調べたいか選ぶ。 

【学－①】様々な違いが

ある人々との関わりに関

心をもち，すすんで学習

に取り組むことができた

か。（発言・観察） 

【思－①】様々な違いが

ある人々と共に楽しく過

ごすために，どんな工夫

ができるか考え，表現す

ることができたか。（発

言・ワークシート） 

 

３ 

～ 

７ 

 

情報

の収

集 

 自分が調べたい視点を

一つ選び，視点に沿って

調べ学習を行い，まとめ

る。 

 

・【身体(手足)】【目】【耳】の違いから調

べたいものを１つ選ぶ。 

・パラリンピックやデフリンピックか

ら，競技や規則，工夫を調べ，スライ

ドにまとめていく。 

【知－②】自分が調べた

い視点に沿って調べ学習

を行い，まとめることが

できたか。（スライド） 

８ 

９ 

整

理・

分析 

 他の視点を調べた相手

に発表するために，発表

内容を考え，スライドに

発表資料をまとめる。 

 

・言葉を通して伝えられるよう，発表資

料の文章量に注意し，写真やイラスト

などを活用しながらまとめていく。 

【知－②】身体や目，耳

などに違いのある人々の

工夫や努力，共に生きる

ために自分にできること

について，考えたことを

自分の言葉でまとめるこ

とができたか。（スライ

ド） 

１０ 

 

まと

 発表を通して，他の視

点の工夫などを知り，学

習をまとめる。 

・身体や目，耳の違いやできる工夫につ

いて，視点別にグループを作り，発表

を行う。 

【思－②】他者の発表か

ら新しい視点や工夫を受

け止め，自分の考えを広
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め・

表現 

 ・違いについて学習のまとめを行う。 

 

げたり，学びを整理した

りすることができたか。

（ワークシート） 

１１ 

課題

の設

定 

 第一次で学習した身体や目，

耳の違う人の工夫や自分たちが

できることを生かし，縦割り班

で関わる第２学年の違いを知る

ために質問を考える。 

・学習をふまえ，自分たちの身の周りか

ら関わる機会が多い２年生との関係を

よりよくしていく意欲をもつ。 

・同じ縦割り班グループの第２学年の違

いを知るために，質問を考える。 

【主－③】様々な違いがある

人々との生活やよりよい関係

づくりに向けてすすんで学び

合い，行動しようとしてい

る。（発言・ワークシート） 

１２

（本

時） 

 

情報

の収

集 

 自分たちの身の周りに

ある違いに対して，共に

生きていくために自分た

ちができることについて

話し合うことができる。 

●第２学年の長所や短所

を踏まえて遊びや工

夫，グループでの役割

について話し合いを

し，自分らしさを実感

する。 

・「違いがあっても工夫をすれば楽しめ

る」という学習経験から，学校の中で

関わりの多い学年（第２学年）につい

て考えていくことを確認する。 

・縦割り班の同じグループの第２学年の

違いを踏まえ，遊びや工夫，役割につ

いて考え，グループで検討する。 

・グループで出たことを全体で共有す

る。 

【思－③】自分たちの生

活や身の周りの様子に目

を向け，様々な違いがあ

る人々と共に生きるため

にできることを考え，意

見を出し合うことができ

たか。（観察・ワークシー

ト） 

●第２学年の長所や短所

を踏まえて遊びや工

夫，グループでの役割

について話し合いをす

る。 

１３ 

 

整

理・

分析 

 縦割り班に向け，自分

たちが計画した遊びにつ

いてルールや場所など，

第２学年の違いに合わせ

て考える。 

 

・前時に検討した，同じグループの２年

生の違いから考えた遊びや工夫，役割

を想起する。 

・実施するために，ルールや場所につい

ても第２学年の違いを生かして，考え

る。 

【学－②】自分にできる

ことを考え，すすんで行

動しようとしていたか。

（観察・資料） 

【思－③】自分たちの生

活や身の周りの様子に目

を向け，違いを踏まえて

共に生きるためにできる

ことを考え，意見を出し

合うことができたか。（観

察・ワークシート） 

１４ 

 

まと

め・

表現 

 縦割り班の第２学年と

自分たちが計画した遊び

を実施し，工夫が適して

いたかを考える。 

・第２学年に向け，計画したことを実施

してみる。 

・第２学年の反応から自分たちの発表を

振り返る。 

【思－④】自分たちが学

習したことやよりよい集

団生活に向け自分たちが

できることについて，発

表することができたか。 

１５ 

 

まと

め・

表現 

 単元を通して学習した

ことを振り返り，改めて

違いについて考える。 

●単元初めに書いた違いに

ついての考えと現在の考

えを比較し，自己の考え

の深まりを感じる。 

・第２学年の反応や自分たちの準備過程

について振り返り，成果と課題を見つ

ける。 

・単元初めに書いた違いについての考え

と現在の考えを比較し，自己の考えの

深まりを感じる。 

【主－③】様々な違いが

ある人々との生活やより

よい関係づくりに向けて

すすんで学び合い，行動

しようとしている。（発

言・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

８ 本時について（12／15 時間） 
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（１）①本時の目標 

 自分たちの身の周りにある違いに対して，共に生きていくために自分たちができることについて話し

合うことができる。 

    

 

 

 

（２）本時の展開 

 学習活動 〇主な発問 

・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 

●キャリア教育の目標に迫るための手だて 

導

入 

１ これまでの学習内容について想起し，見
通しをもつ。 
〇２年生の得意・苦手に合わせて遊びや工

夫，役割を自分で考えましたが，グルー
プで合わさると，どんな遊びや工夫，役
割になるでしょうか。 

 
 

●第２学年の児童にもそれぞれに長所や短所が
あり，違いに対する工夫をすることで皆で一
緒に楽しめることを想起する。 

展

開 

２ 縦割り班の同じグループの第２学年の違
いを踏まえ，遊びや工夫について考える。
（縦割り班グループの５～６人) 

 〇２年生の違いを生かして，どんな遊びや工夫が
できそうでしょうか。 

 ・２年生に走ることが苦手な人がいるから，得意な

人にハンデをつけて競争したい。その時〇〇さん
は，説明が上手だから，説明をやってもらう。 

 ・２年生にボールを捕ることが苦手な人がいるか

らよけるだけで楽しめる転がしドッジボール
をしたい。その時〇〇さんは，大きな声を出
せるから整列役をやってもらう。 

 
３ 縦割り班の同じグループの第２学年の違
いを踏まえ，役割について考える。 

 〇自分で考えた役割をけやき班のグループで
出し合い，班でどんな役割で行うか考えて
みましょう。 

 ・〇〇さんは，大きな声を出せるから整列
役をやってもらう。 
・〇〇さんは，説明だけじゃなくてお手本

を見せるのも上手だから，お手本役がい
いんじゃない。 

 

４ グループで出たことを全体で共有する。 
 〇他の班はどのような遊びや工夫，役割決
めをしたのでしょうか。 

 ・走ることが得意で隠れることが苦手な人が多いの
で，隠れ鬼にしました。工夫は隠れることが苦手で
も走って逃げられるからです。役割は，○○さんは
説明が上手なので，説明役になりました。 

・自分の考えをもって話し合いに参加できるよ
うに，事前に個人で考える時間を設け，それ
を基に伝えていくとよいことを声掛けする。 

・違いを生かした遊びや工夫についての話し合
いが充実するように，細かいルールや場所を
次時に決めることを伝える。 

●「苦手だから行わない」のような考えではな
く，「苦手だから工夫をして楽しむ」という学
習を生かした考えができるよう机間指導を行

う。 
・話し合いが円滑に進んでいないグループには教師
が意見を整理し，共通の思いを示していく。 

 
・役割の例をいくつか明記しておくことで，「誰
が担当するか」という視点で話し合いを進め

られるようにする。 
●個人で考えた役割の発表から始めることで，
じゃんけんなどで決めるのではなく必然的に

自ら自分たちのグループ内の違いにも目を向
け，その人らしさを踏まえた上で検討できる
ようにする。 

・話し合いが捗っていないグループには，話し合い
の途中でも，他のグループのヒントになりそうな
話し合いをしているグループの意見を共有する。 

 
 
・２年生の違いから発表できるようにすること

で，様々な違いがあることに気付けるように
する。 

・他の班の考えから，違いの生かし方がよいと

ころを見つけられるように，発問を行う。 

ま

と

５ 学習をまとめ，振り返りを行い，自分ら

しさを実感する。 
 〇２年生の違いに合わせて，自分だからこ

●本時の課題に戻り，振り返りの視点を「自分

の役割」と「決まった理由」に絞ることで無
意識にも自分でもっていたものや他の人から

   ②本時のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 

第２学年の長所や短所を踏まえて遊びや工夫，グループでの役割について話し合いをし，自分らし

さを実感する。 

２年生のちがいに合わせて，自分だからこそできることを考えよう。 
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め そできることを考えられましたか。ま

た，自分の役割は何になり，決まった理
由は何ですか。 

・ドッジボールのボールを変えるという工夫を

考えられました。自分は，説明役になりまし
た。理由は，説明が得意だからです。 

 〇役割が決まった理由こそ，みなさんの自

分らしさですね。  

言われたことが自分らしさだということを実

感できるようにする。 
◇自分たちの生活や身の周りの様子に目を向
け，違いを踏まえて共に生きるためにできる

ことを考え，意見を出し合うことができた
か。【思－③】（観察・ワークシート） 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ワークシート 
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第 5 学年 特別活動 学習指導案 

令和 7年 6 月 25 日（水）5校時 

第 5 学年 2組 32 名 

授業者 渡邉 藍香 

 

＜研究主題＞ 

 めあてに向かって主体的に学び、考える児童の育成～キャリア教育を通して～ 

 

＜第５学年の目標＞ 

自分を見つめよう 

見通しをもって活動しよう 

  おたがいの考えを聴き合おう 

 

１ 議題 「オリジナルキャラクターを作ろう」 

     （学級活動（１）Aア 学級や学校における生活上の諸問題の解決） 

 

 提案理由 

  5 年 2 組をもっと楽しくて明るいクラスにしたいから、オリジナルキャラクターを作って盛り上げたい。 

 

２ 議題について 

（１）児童の実態  

 本学級は、男女共に学習や行事にも意欲的で前向きに頑張ろうとする児童が多い。一部、特別な支援や個別指

導を必要とする児童に対して、優しく声を掛けたり、時には本人ができるところまで見守ったり、友達に対して

うまく対応できる児童が多い。 

【授業中の実態】 

 授業での発言は、高学年ではあるが多くの児童が挙手をし、積極的に答えようという意欲を感じる。一方で、

自分の考えに自信がなかったり、どのように表現すればよいか分からなかったりする場面では、発言に消極的に

なる児童が少なくない。そのため今までの学習の中では「自信をもってできた。（分かった）」「自信はないけど

できた。（分かった）」「思いつかない（分からない）からヒントがほしい。」などの３択、もしくは「途中までは

できた。（分かった）」を入れた 4択程度で挙手をさせ、自分の意見や考えをもち、表現するという意識付けをし

てきた。加えて、なかなか自分の考えがもてない場面や、考えに自信がない場面では、周囲の友達と話し合う時

間を設けている。それにより、友達の意見をヒントに新たな考えをもったり、自己の考えを広げたりして、発言

できるようにしてきている。少しずつではあるが、自信がなくて挙手できなかった児童が自信をもって挙手しよ

うという意識がもててきている。 

【学級活動の実態】 

 学級活動においてはイベント係やお笑い係など、タブレットを使って定期的に活動を報告し、自分たちが実行

したいと決めたことをすすんで活動できる児童がいる。特別活動(１)としては、前学年において学級会自体の経

験はあるが、話の聴き方に未だ課題がある。話を聴いているつもりだが、話し手が伝えたい内容を理解し、自分

の中に落とし込むことまでには至っていない。 

文部科学省(2010)「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について２」では、組織や地域社会

の中で多様な人々とともに仕事を行っていく上で必要な能力として、社会人基礎力が求められていると述べられ

ている。社会人基礎力の分類である「チームで働く力」の要素の中には、傾聴力や発信力、柔軟性等が今後求め



られていくと述べられている。これは、今回のキャリア教育の基礎的汎用的能力である「人間関係形成・社会形

成能力」と関連したものであると考えられる。本研究では、児童のキャリア発達の段階を踏まえ、自分の役割を

果たしながら、合意形成を図ることをねらいとしている。活動を通して、相手の意見を丁寧に聴く傾聴力や自分

の意見を分かりやすく伝える発信力、意見の違いや立場の違いを理解する力である柔軟性等を身に付けさせた

い。加えて、お互いの意見を尊重しながら合意形成を図るという学級会の大切さに気付き、みんなで話し合って

実践するよさを実感できるようにしたい。 

 

（２）議題選定の理由 

  議題 BOX には、学級のみんなで楽しいことをしたいという議題が多く入れられた。今回の議題は、学級の絆

をより深め自分たちらしさのあるオリジナルキャラクターを作り、今後の学校行事や活動の中で、様々な場面で

使うことによって、学級が一つにまとまってほしいという児童の思いから選定された。計画委員会が最初に懸念

していた点は、話合いで決まったオリジナルキャラクターを、今後どのように活用するのかということであった。

キャラクターを作るだけでなく、何のためにオリジナルキャラクターを作るのかを学級会で話合い、全員が共通

認識をした後、どのようなキャラクターにしていくのか考えられるようにしたい。 

本時の学級会では、予め募集したキャラクター案を基に話し合うが、キャラクターを決めるというよりも、ア

イディアを組み合わせたり、新しい考えを生み出したりしながら、「みんなでキャラクターを作り上げる」とい

う意識をもって進めていきたい。また、クラスのキャラクターとしては一つだが、せっかく考えた一つ一つのキ

ャラクターがなくなってしまうのは悲しい。という計画委員の考えで、すべてのキャラクターをイラスト掲示板

に掲示し、アイディアを考案してくれた児童の思いを大切にしながら学級会を進めていきたい。 

 

３ 評価基準 

  学級活動（１）「学級や学校における生活づくりへの参画」の評価基準（第 5学年及び第 6学年） 

 （文部科学省国立教育施策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する資料より） 

観

点 

よりよい生活や人間関係を築く

ための知識・技能 

集団の一員としての話合い活動や実

践活動を通した思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係をより

よくしようとする態度 

評

価

規

準 

 

みんなで楽しく豊かな学級や

学校の生活をつくるために他者

と協働して取り組むことの意義

を理解している。 

合意形成の手順や深まりのあ

る話合いの進め方を理解し，活

動の方法を身に付けている。 

楽しく豊かな学級や学校の生活を

つくるために，問題を発見し，解決方

法について多様な意見のよさを生か

して合意形成を図り，信頼し支え合っ

て実践している。 

楽しく豊かな学級や学校の生

活をつくるために，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら，自己

のよさを発揮し，役割や責任を果

たして集団活動に取り組もうと

している。 

 

 

 

  

本活動のキャリアの目標（集団の中で自己の役割を果たし、他者と協力・協働する） 

相手の立場や考えを理解し、自分の考えを正確に伝えることができるとともに、自分の学級会における役割

を果たし、他者と協力・協働しながら、今後の学校生活を積極的に形成する。 



４ キャリア教育の目標に迫るための手だて  

 

    見つける力 【自分を見つめよう】 

自分と向き合い、自分を見つめるための工夫 

 話合いの後、自分自身の話合いに対する姿勢について、振り返りを行うことで、自分と向き合い、今後の自身

の課題解決につなげていく。振り返りはレーダーチャートを用いることで視覚的にも自己分析をしやすい方法に

する。また教師の終末助言シートを活用し、よい発言があった児童を賞賛し、自己有用感を高められるようにし

ていく。 

 

   考える力 【見通しをもって活動しよう】 

話合いを計画的に行うことができるようにする工夫 

 ５年生になってからの学級会では、同じ形式で話合い活動を行っていくことで見通しをもって活動できるよう

にしていく。学級会では事前に役割を明確にし、計画委員会に打ち合わせをさせることで、話合いを円滑に行え

るようにしていく。また、参加者は自分の意見をもち、意見を学級会の中で示すという自分の役割を意識して参

加することを指導している。加えて、道徳の学習で集団の中での役割について学ぶことで、学級会でも各自が役

割を果たそうとする意識を高め、話合いを充実したものにできるようにする。 

 

 

   聴く・伝える力 【お互いの考えを聞き合おう】 

自分の意見を明確にし、話合いに参加するための工夫 

 自分の意見をもち、話合いに参加し、発言しやすくするためにワークシートにメモ欄を設ける。意見を言語化

することが難しい児童のために選択するキャラクターにナンバーを付けるようにする。国語科「意見が対立した

ときには」の学習で話合いの仕方について学ぶことで、学級会での話合いをよりよいものにできるようにしてい

く。少数意見も大切にしていくため、合意形成を図るための６つのモデルを提示する。 

 

 

５ 活動の実際 

教科（時数） 児童の活動 

●キャリア教育の視点 

指導上の留意点 目指す児童の姿（評価方法） 

特別活動(１) 

朝学習 

学級会の進め方を知ろう。 

(オリエンテーション) 

・学級会の具体的な流れを

理解できるようにパワー

ポイントで流れを示す。 

・学級会の進め方を知ること

ができる。 

（態度：楽しい学級生活をつ

くるために、見通しをもっ

て学級会に参加しようとし

ている。） 

特別活動(１) 

5／28 中休み 

（計画委員会） 

学級会を計画しよう。 

・今回の議題を選定し、提案理

由を検討する。 

 

・役割の仕事が分かるよう

に流れを説明し、学級会

へのイメージをもたせ

る。 

・学級会の流れを知り、自分

の役割を理解することがで

きる。 

(知識技能：学級会の意義や計画

委員の役割、計画的な進め方

などを理解している。)  



特別活動(１) 

5／29(１)  
学級会を実践してみよう。 

議題「誕生日をお祝いしよう」 

・学級会を実践し、学級会の流

れを理解する。 

●お互いの意見を聴き合い、自

分の意見をもつことの大切さ

を知る。 

・合意形成する際のヒント

として意見のまとめ方の

こつを提示する。 

・議題と提案理由を全員が

理解しているか確認す

る。 

・学級会の流れを知り、自分

の意見をもつ大切さを理解

している。 

(議題について自分の考えをも

ち、話合いの方法を身に付け

ている。） 

(・意見の比べ方やまとめ方を理

解している。) 

特別活動(１) 

6／2中休み 

（計画委員会） 

 

学級会を計画しよう。 

・前回の話合いを振り返り、議

題、めあてを決める。 

・決まっていることを担任と確

認。 

・「話し合うこと」を考える。 

 

・前回までの学級会を振り

返りながら、話合いのめ

あてを考えるよう促す。 

・議題によってやることを

確認し、集会を行う場所

やその準備の時間などを

担任と確認する。 

・学級会における計画委員会

の役割を理解することがで

きる。 

（知識技能：みんなで楽しく豊

かな学級や学校の生活をつく

るために他者と協働して取り

組むことの意義を理解してい

る。） 

道徳(１) 「みんな、おかしいよ！」 

相手と理解し合うために大切なこ

とを考える。 

・相互理解の困難さ、難しさ

を乗り越えるためには、ど

のようなことが大切なのか

を捉えられるようにする。 

・授業の終末に、学級会にお

いても互いの意見を尊重

し、自分の意見が相手に伝

わるようにする必要がある

ことを助言する。 

・自分の考えや意見を適切に相

手に伝え、広い心で自分と異

なる意見や立場を尊重しよう

とする実践意欲を育む。 

国語(１) 「意見が対立したときには」 

①相手に考えや理由をたずねる 

②自分の考えの理由をたずねる 

③「理解した」ことを伝える 

④話に区切りをつけ、次へ進める 

「人」と「意見」を区別すること 

●お互いの意見を尊重し合うため

の具体的な方法があることを知

り、すすんで実践する。 

・具体的な場面を想定し、時

と場合に応じた言葉のやり

取りを知る。 

 

・自分の意見が否定されて

も、自分自身が否定されて

いるわけではないことを、

立場を変えて考えることで

理解を促す。 

・互いにの意見を聞き合い、受

け止め、話を前に進めていく

ことができる。 

道徳(１) 「健太の役割」 

集団の中で自分の役割を果たすた

めに大切なことを考える。 

・学校生活において、大きな

役割だけでなく、小さな役

割があることを捉える。 

・授業の終末に、学級会にお

ける役割に考える場面を設

定する。特に、司会等では

ない児童にはどのような役

割があるのかを考える。 

・たとえ役割が小さなものであ

っても、自分の役割を果たそ

うとする気持ちを育む。 



特別活動(１) 

6／6(１) 

学級会を実践しよう。 

議題「オリジナルキャラクター

を作ろう」 

・学級会を実践し、自分の役割

を理解する。 

●お互いの意見を聴き合い、自

分の意見をもつことの大切さ

を知る。 

・合意形成する際のヒント

として意見のまとめ方の

こつを提示する。 

・教師の終末助言シートを

活用して、児童の発言や

話合いの価値付けを行

う。 

 

・相手の立場や考えを理解

し、自分の意見に理由をつ

けて伝えることができる。 

(思考・判断・表現：解決方法に

ついて理由などを比べ合いな

がら合意形成を図っている。) 

（態度：楽しく豊かな学級や学

校の生活をつくるために、自

己の役割を果たして意欲的に

学級会に参加しようとしてい

る。） 

特別活動(１) 

6/ 中休み 

(計画委員会) 

 

学級会を計画しよう。 

・前回の話合いを振り返り、議

題、めあてを決める。 

・決まっていることを担任と確

認。 

・「話し合うこと」を考える。 

 

・前回までの学級会を振り

返りながら、話合いのめ

あてを考えるよう促す。 

・議題によってやることを

確認し、学級会を行う上

での懸念点や話合いの時

間などを担任と確認す

る。 

・学級会における計画委員会

の役割を理解し、合意形成

に向けた話合いの進め方を

計画することができる。 

(知識・技能：学級会の意義や計

画委員の役割、計画的な進め

方などを理解し、話合いの方

法を身に付けている。) 

特別活動(１) 

6/25(１)  
本時 

学級会を実践しよう。 

議題「オリジナルキャラクター

を作ろう②」 

・学級会を実践し、自分の役割

を理解する。 

●相手の立場や考えを理解し、

自分の意見に理由をつけて伝

え、協力・協働して合意形成

を図ることができる。 

・合意形成する際のヒント

として意見のまとめ方の

こつを提示する。 

・出た意見をナンバリングし

て、自分の意見をもてるよ

うに声を掛ける。 

・教師の終末助言シートを

活用して、児童の発言や

話合いの価値付けを行

う。 

・相手の立場や考えを理解し、

自分の意見に理由をつけて

伝え、協力・協働して合意形

成を図ることができる。 

(思考・判断・表現：解決方法に

ついて、理由などを比べ合い

ながら、多様な意見のよさを

生かして合意形成を図ってい

る。) 

(態度：自己の考えを生かし、見

通しをもったり振り返ったり

しながら意欲的に学級会に参

加しようとしている。) 

事後 学級会で作ったオリジナルキャラ

クターを使おう。 

・学級会で決まったことを学校生

活で実践する。 

・学級便りに載せたいキャラ

クターの説明内容を確認す

る。 

・合意形成したことについ

て、進んで実践できるよう

に促す。 

・学級会で決まったことを、学校

生活の中で活用しようとして

いる。 

(思考・判断・表現：合意形成し

たことについて、協力し合って

実践している。) 

(態度：合意形成したことについ

て、見通しをもったり振り返っ

たりしながら自己の考えを生

かし、役割を果たして取り組も

うとしている。) 



６ 本時の展開 

（１）①本時のねらい 

 自分の学級会における役割を果たし、他者と合意形成を図りながら、学級のオリジナルキャラクターを作り上

げることができる。 

    

 

  

   ②本時のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 

自分の学級会における役割を果たし、他者と協力・協働しながら、今後の学校生活を積極的に形成する。 



（２）児童の活動計画 

第  回  学級会ノート 

月  日（  ）  年  組  ノート記録（         ）グループ      

議題  

 

提案理由  

 

めあて  

 

決まって 

いること 

 

 

 

計画委員会 

 

 

司会 司会 黒板 黒板 ノート （ノート） 提案者 

 

話合いの計画 

話合いの順序 時間 気をつけること 

1．はじめの言葉 

2．司会グループの紹介 

3．議題の確認 

4．提案理由の説明 

5．話合いのめあて 

6．決まっていること 

7．先生の話 

8．話合い 

話し合うこと① 

 

 

 

 

話し合うこと② 

 

 

 

 

9．話合いのまとめ 

10．決まったことの確かめ 

11．よかったことの発表 

12．先生の話 

13．おわりの言葉 

14．ふりかえりノート記入 

１～８まで

（   ）分 

 

 

 

 

 

 

話し合うこと① 

（   ）分 

まとめる 

（   ）分 
 

話し合うこと② 

（   ）分 

まとめる 

（   ）分 

９～１４まで 

（   ）分 

 

 

 



（２）教師の指導計画 

話合いの順序 

(学習活動) 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 

●キャリア教育の目標に迫るための手だて 

１ はじめの言葉 

２ 司会グループの紹介 

３ 議題の確認 

４ 提案理由の確認 

５ 話合いのめあての確認 

６ 決まっていることの確認 

７ 先生の話 

・提案者の思いや願いを学級全体で共有させ、全員が話すべき議題であることを

確認する。 

・めあてに沿った話合いができるように助言する。 

話合いのめあて 

 

 

・決まっていること 

 

 

 

 

 

 

 

８ 話合い 

話し合うこと① 

「どのようにキャラクターを

決めるか。」 

９ 話合いのまとめ 

話し合うこと② 

「クラスに合ったキャラクタ

ーとはどのようなものか。」 

９ 話合いのまとめ 

・児童が自分たちの力で解決できるように見守る。 

・司会が進行に困ったときや、話合いの方向性がずれたとき、自治的活動の範囲

を超えそうな場合には、児童の合意形成を方向づけないように留意しながら助

言する。 

・発表者が偏らないようにできるだけ多くの児童が発表できるように助言する。 

・必要に応じて、自分の意見に固執せず、納得したうえで考えを変えるなど、折

り合いをつけて合意形成を図ることの大切さについて助言する。 

●振り返りシートのメモ欄を活用し、自己の意見を可視化できるようにする。 

◇評価規準（評価方法） 

思考・判断・表現：解決方法について、理由などを比べ合いながら、多様な意見

のよさを生かして合意形成を図っている。 

（振り返りシートへの記述) 

態度：自己の考えを生かし、見通しをもったり振り返ったりしながら意欲的に学

級会に参加しようとしている。（観察) 

●合意形成する際のヒントとして意見のまとめ方のこつを提示する。 

・作られたキャラクターは学級便りに載せ、お家の人にも見てもらえるよう

にする。また、学級目標やクラスに掲示すること。 

・キャラクターを一つ作ること。 

・考案された全てのキャラクターはイラスト掲示板に掲示されること。 

・人が不快に感じるデザインや名前は採用しないこと。 

・基本的に笑顔のものがよいが、違う顔も候補とすること。 

・名前は考案者ではなく、全員でイラストを見て決めること。 

 



10 決まったことの確かめ 

11 よかったことの発表 

12 先生の話 

13 おわりの言葉 

14 振り返りノート記入 

・ノート記録の発表に不足のある場合は助言する。 

・よかった点や課題点についての自己評価と友達のよかった点などの相互評価が

できるように助言する。 

●終末の助言では、終末助言シートに記録した内容を伝える。 

 

 

 

 

 

●振り返りシートの項目(メモ欄、レーダーチャート、よいところを見つける振り

返り）を振り返り、学級会における自己の役割について考えられるようにする。 

  

・前回の話合いと比べてよかった点 

・友達のことを考えた発言(具体的な事実や名前を挙げて称賛) 

・計画委員会の頑張り       ・今後の課題 

・今後の見通しや実践への意欲付け 



（４）ワークシート    第(  )回学級会ふりかえりシート 

名前(            ) 

日付     月    日(   ) 

議題 『                               』 

めあて  

メモ 

 

【自分の意見・理由】意見が変わったら赤でかこう。 

 

 

 

 

① 自分の意見をもつことができた。 

② 自分の意見と比べながら、友達の意見を聴くことができた。 

③ 自分の意見を発表することができた。 

④ 自分の役割を意識することができた。 

⑤ 友達の意見のよいところを見つけることができた。 

ふりかえり(自分や友達のよかったところ、次の話し合いで生かせること) 

 

 

 

① 

③ 

⑤ ④ 

② 



 

７ 研究協議の視点 

・話合いの中で、児童がお互いの意見を受け止めた上で、自分の根拠を述べる姿が見られたか。 

・振り返りシートの項目(メモ欄、レーダーチャート、よいところを見つける振り返り)が自己の役割を果たすた

めの工夫として有効だったか。 

 

参考資料⇒学級会ノート、終末助言シート、合意形成テーマ例「まとめ方のこつ」、国語、道徳の教科書 
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第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

令和７年９月１７日５校時 
第６学年３組３１名 
授業者 井村 勇斗 

＜研究主題＞ 

めあてに向かって主体的に学び，考える児童の育成～キャリア教育を通して～ 

 

＜第６学年の目標＞【キーワード】 

得意なことを大切に苦手なことにもチャレンジしよう 【一歩踏み出そう】 

見通しをもって先のことを考えよう         【自分から動こう】 

  それぞれのよさを発揮して成しとげよう       【チームで】 

 

１ 単元名 「共生社会を目指して～知的障害って？～」 

 

２ 単元の目標 

・知的障害者の生活や思い、自分たちの生活との関わりを知り、共生社会の実現を目指すために、相手

の立場に立って考え、行動することの大切さを理解している。【知識及び技能】 

・共生社会の実現を目指すうえで必要な事柄をふまえ、知的障害者の立場に立ってどのような工夫や配

慮ができるかを考え、交流会を計画し実践している。【思考力・判断力・表現力】 

・共生社会の実現を目指して、知的障害者の思いに気付き、自分たちにできることを主体的に考えて交

流しようとしている。【学びに向かう力，人間性等】 

 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①共生社会について理解してい

る。 

②知的障害者の生活や自分たち

の生活との関わりについて知

り、知的障害者の思いに気付

くことができる。 

③共生社会を目指すために、相

手の立場に立って考え、行動

することの大切さを理解して

いる。 

①知的障害者の立場に立ってど

のような工夫や配慮ができる

かを考え、交流会を計画して

いる。 

②知的障害者の立場に立ってど

のような工夫や配慮ができる

かを考え、交流会を実践して

いる。 

①知的障害者の生活や思い、自

分たちの生活との関わりにつ

いて知ろうとしている。 

②交流会に向けて、知的障害者

の立場に立ってどのような工

夫や配慮ができるかを主体的

に話し合おうとしている。 

③知的障害者の思いを考えなが

ら、交流しようとしている。 

 

 

 

 

本単元のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 
障害のあるなしに関わらず、誰もが同じ社会を生きる人間として、互いを理解し、助け合い、支

え合って生きていこうとする。 
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４ 単元設定の理由 

（１）単元観 

 本単元は、小学校学習指導要領第５章総合的な学習の時間第２の３の(5)に示された３つの課題のう

ち「横断的・総合的な課題（現代的な諸課題）」に当たる。練馬区は、誰もがその人らしさを尊重し合

える共生社会の実現を目指し、地域と協働した活動を推進している。本校から徒歩１０分の距離に位置

する「かたくり福祉作業所」は、障害のある方が自立した日常生活や社会生活が送れるよう、必要な支

援を行い、福祉の向上を目指している施設の一つである。地域にある福祉施設を活用することで、共生

社会の実現に向けた課題を自分ごととして捉えることができるのではないかと考え、本単元を設定した。 

施設の利用者や職員の方との交流を通じて、障害のあるなしに関わらず、誰もが同じ社会を生きる人

間として、互いを理解し、助け合い、支え合って生きていくための基盤づくりとしたい。 

 

（２）児童観 

 本単元に関するアンケートの結果は、以下の通りであった。 

「１、『障害者』という言葉を聞いて、思い浮かべることは何ですか。」という質問に対して、「かわ

いそう。」「助けや支援が必要な人。」という一方的な解釈が見られた。実際に障害のある人と接した経

験がない場合、社会が作り上げたイメージや、「障害」という言葉が与える偏見がそのような解釈を無

意識に生んでしまっているのではないかと感じた。「２、知っている『障害』の種類には、どのような

種類がありますか。」という質問に対しては、視覚、聴覚、肢体不自由などの身体障害が圧倒的に多く、

知的障害と答える児童は数人にとどまった。地域の施設活用を通して、知的障害者の存在を知ったり、

障害にもいろいろな種類があることを知ったりすることも、共生社会の実現の一歩としたい。 

 

 

 「はい」と回答した児童に対し、「どんな方にどのような手助けをしましたか。」と質問したところ、

「目の不自由な方に道案内をした。」「視覚障害の方に、点字ブロックまで案内した。」など、視覚障害

者への手助けが多かった。これは、白杖を付いているなど一目で障害の有無が分かることや、手助けの
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方法を知得しやすいことも影響しているのではないかと考えた。一方、「いいえ」と回答した児童に対

し、「どうしてですか。」と質問したところ、「見かけても、何をすればいいか分からなかったから。」

「助けたことで、おせっかいになったり邪魔になったりするかもしれないから。」など、障害者への理

解不足や、手助けしたいが一歩踏み出す勇気がないという思いを感じ取ることができた。 

 

 この質問に対し、「はい」と回答した児童は３割にとどまった。「共生社会」は国や行政機関が積極的

に推進している課題ではあるが、子供たちが見聞きする機会や、自身の日常生活の中で共生社会の具体

的な「姿」を実感する機会の少なさが原因ではないかと考えた。 

 以上の結果から、本単元を通して地域の施設を生かしながら知的障害者との関わりをもち、障害者は

健常者が一方的に助けたり支えたりする存在ではないことの理解へとつなげていきたい。また、「共生

社会」への正しい理解に加え、知的障害者との交流会を経て「共生社会のあるべき姿」を実感の伴った

理解へと深化させていきたい。 

【資料】 

「共生社会」とは、これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境になかった障害者等が、

積極的に参加・貢献していくことができる社会である。それは、誰もが相互に人格と個性を尊重し

合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会である。このような社会を目指す

ことは、我が国において最も積極的に取り組むべき重要な課題である。（文部科学省） 

 

  共生社会の実現に向けた取組として、「全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられること

なく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現するためには、日常生活や社会生

活における障害者の生活を制限し、社会への参加を制約している社会的障壁を取り除くことが重要

である。」（内閣府） 

 

（３）指導観（教師の願いと指導の工夫） 

  単元を通して、児童一人一人が「福祉や障害」を身近なこととして捉え、共生社会を実現するため

に自分にできることは何かを問いながら課題解決学習を進めていく。総合的な学習の時間で「福祉や

障害」について学ぶ主な目的は、大きく３つある。１つ目は、「共生社会への理解」である。障害の

ある人が自分たちと共に社会で生活していることを理解し、支え合いながら共に生きることの意義を
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考える。２つ目は、「課題解決能力の育成」である。疑似体験や調査活動を通して、障害のある人が

生活する上で直面する課題を見付け、その解決策を考え、実行する能力を養う。３つ目は、「思いや

りの心と実践意欲」である。障害のある人の気持ちを理解し、彼らの気持ちに立って考えることで、

思いやりの心を育み、自分にできることを実践しようとする意欲を高める。 

  第１次では、共生社会への理解を深めるために、定義について調べたり、ＳＤＧｓやバリアフリー

などと関連付けて共生社会の実例を見付けたりする。また、本やインターネットで調べるだけでなく、

「かたくり福祉作業所」の職員の方をゲストティーチャーとして招き、共生社会への思いや願いにつ

いてお話を伺い、理解を深めていく。 

  第２次では、課題解決能力の育成のために、「かたくり福祉作業所」へ見学に行き、障害のある人

が働く様子や工夫、支援などを観察したり、障害のある人へ事前に調べたことや疑問に思っているこ

となどを質問したりしながら、共生社会の実現に向けて児童一人一人が課題を見付けられるようにす

る。単に知識を得るだけでなく、見学を通して障害のある人の生活や工夫を理解し、共生社会を築く

ための力を養っていきたい。 

  第３次では、地域に暮らす多様な人々との共生を考え、地域の一員として自分にできることを実践

しようとする意欲を育むために、「かたくり福祉作業所」の方との交流会を実践する。ただし、交流

活動が形式的になったり、一方的な支援になったりすると、障害者への間違った認識につながる危険

性もある。たとえ初めは違和感があっても、障害の有無に関わらず、互いの人格と個性を尊重し合い、

認め合えるような関わり方について考えるきっかけとしたい。 

 

５ キャリア教育の目標に迫るための手だて 

     
   見つける力 【一歩踏み出そう】 

「できることマップ」の活用 
  本やインターネットだけでなく、実際に施設を訪れて情報を得たことで、知的障害に対する理解は

さらに深まるが、一方で、これまで「できる」と思っていた施設利用者との関わりが現実には難しい

ことだと感じる経験にもなる。施設職員の方のお話や利用者との交流を経て作成した「できることマ

ップ」を通して課題を整理し、互いに楽しめる交流会の実践につなげていきたい。 
 
 
   考える力 【自分から動こう】 

「つながり」を意識した単元計画 
地域の施設を活用した学習指導は、子供たちが身近な環境を通して社会とのつながりや学びを深め

る有効な手段となる。同じ年齢の子供同士の横のつながりだけでなく、異学年との関わりや地域との

縦のつながりも大切にしながら、地域の人々が互いに支え合っていることに気付き、障害のある人が

生活する上での課題を見付け、自分にできることを考える探求的な学習としたい。 

 



6年―5 
 

 
   聴く・伝える力 【チームで】 
それぞれのよさを発揮できる交流会の実践 

交流会に向けて、自分はどのようなことができるか具体的な工夫や配慮を考え、協力して準備を進

めていく。障害のある人に対する「かわいそうな存在」や「何かをしてあげる対象」という認識の誤

りに気付かせ、互いに助け合う関係性を築くことを促していきたい。そのためにも、「できることマ

ップ」で見付けた自分や友達のよさを発揮するだけでなく、障害のある人たちの「好き」や「得意」

も発揮される交流会としたい。 

 

６ キャリア教育の目標に迫るための事前・事後指導の見通し（カリキュラムマネジメント） 

教科（時数） 児童の活動 指導上の留意点 目指す児童の姿（評価方法） 

国語科（５） 

「私と本」 

 

・一つのテーマ（「ユニバ

ーサルデザイン」や「共

生社会」など）に沿っ

て、何冊かの本を紹介す

る。 

・複数の本を関連づけて読

んだり、インターネット

を通して知ったことと本

で知ったことを結び付け

たりするなど、複数の情

報を関連づける読書を意

識させる。 

・ブックトークを通して、

「ユニバーサルデザイ

ン」や「共生社会」など

のテーマについて理解を

深める。（発言・観察・

ワークシート） 

算数科（10） 

「データの調

べ方」 

・統計的な問題解決の方法

を用いて、「共生社会」

についての問題を解決す

る。 

・「共生社会」の周知度や

「障害者差別解消法」の

周知度など、「共生社

会」に関連した問題を提

起する。 

・目的に応じた統計的な問

題解決の方法を知る。

（発言・観察・ワークシ

ート） 

総合的な学習

の時間（10）

    本時 

 

 

・出前授業や見学での学び
を整理し、自分たちにで
きることを考える。 

・個人でワークシートにま
とめ、グループ・全体で
交流する。 

・学級の意見を「できるこ

とマップ」にまとめる。 

・個人思考→グループ交流
→全体交流を計画的に支
援する。 

・発問で理由や効果を深め

る。 

・共生社会の実現のため

に、知的障害のある人に

ついて学んだことをまと

め、自分たちにできるこ

とを考え、伝え合ってい

る。（発言・観察・ワー

クシート） 

国語科（６） 

「みんなで楽

しく過ごすた

めに」 

 

・「かたくり福祉作業所」

の方との交流会で、どん

なことをしたらよいか話

し合う。 

・目的や条件に応じた話し

合いができているか、視

点を明確にする。 

・考えを広げる話し合い

と、まとめる話し合いを

通して、結論に向かわせ

る。 

・目的や条件に応じて、皆

が納得できる結論にたど

り着けるような話し合い

をしている。（発言・観

察・ワークシート） 

道徳科（１） 

「私には夢が

ある」 

 

・差別のない社会を実現す

るためには、どんな考え

が大切なのかを話し合

う。 

・人種差別や偏見は決して

許されるものではないこ

とを理解させる。 

・差別や偏見に対して、自

分はどのような行動を取

っているかと、自分を見

つめさせる。 

・いじめのないクラスや差

別のない社会を実現する

ために、自分には何がで

きるかを考えている。

（発言・観察・ワークシ

ート） 
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７ 単元の指導計画 
時 目標 

●キャリア教育の視点 
学習活動 

教師の支援・指導 評価規準（評価方法） 

●キャリア教育の視点 

１ 学習計画を立て、共
生社会についての問い
をもつ。 

・単元のテーマを知り、
「共生社会ってなんだ
ろう？」と問いを出
し、考える。 

・地域でも知的障害とい
う障害のある人が働く
施設があることを知
る。 

・学習計画を立てる。 

・「共生」という言葉の
意味や例を紹介す
る。 

・児童の疑問をまと
め、今後の学習課題
に整理する。 

【主－①】共生社会と
はどのようなものな
のか疑問をもち、知
的障害について自分
たちとどのような関
わりがあるのか知ろ
うとしている。 

（観察・ワークシー
ト） 

２ 共生社会の具体的な
姿を理解する。 
 

・共生社会の定義を知
る。 

・ＳＤＧｓやバリアフリ
ーなどと関連付けて調
べ、共生社会の実例を
見つける。 

・本やICTを用意し、調
べたことを共有でき
るように支援する。 

【知－①】共生社会の
定義を知り、これまで
の学習や生活経験、調
べ学習をもとに、自分
の言葉で表現すること
ができる。（ワークシ
ート・発言） 

３  知的障害の理解を深
める。 

・知的障害についてグル
ープでテーマ（特性、
生活、支援）を分担し
て調べ、まとめて発表
する。 

・知的障害のある人とど
のような交流がしたい
のか（できるのか）考
える。 

・児童が捉えやすい資料や
映像を提示する。 

・誤解や偏見が生じないよ
うに補足をする。 

【知－②】知的障害のあ
る人はどのような特性が
あるのか、生活の仕方や
困っていること、どのよ
うな支援を必要としてい
るのかなどを分かりやす
くまとめることができ
る。（観察・ワークシー
ト） 

４ 本人や支援者の思い
を知る。 
 

・「かたくり福祉作業
所」の方のお話を聞
き、思いや願い、支援
の方法などを知る。 

・ゲストティーチャー
を招き、質問活動を
促す。 

【知－②】知的障害の
ある人の思いや生活な
ど聞いたことを丁寧に
メモに残している。
（ワークシート） 
【主－①】知的障害の
人から直接お話を聞い
て、興味や疑問をも
ち、積極的に質問して
いる。（観察） 

５ 知的障害の人たちの
働く姿や工夫を理解す
る。 
 

・「かたくり福祉作業
所」を見学し、働く様
子や工夫、支援などを
観察する。 

・見学の視点（働き
方・工夫・支援）を
事前に示す。 

【知－②】知的障害の
ある人たちの働く様子
を見て気付いたことや
疑問に思ったことなど
をまとめたり、質問し
たりしている。（観
察） 

６ 

共生社会の実現に向
け、自分の行動を具体
的に考える。 
 

・出前授業や見学での学
びを整理し、知的障害
のある人と関わるとき
の工夫をまとめる。 

・個人でワークシートに
まとめ、グループ・全
体で交流する。 

・「できることマップ」
にまとめ、交流会で何
をするのか考える。 

 

・言い換え、見える化、手
順化、環境の視点で「で
きることマップ」を作成
させ、交流のイメージを
膨らませる。 

・発問で理由や効果を深め
る。 

【知－③】共生社会の実
現のために、知的障害の
ある人について学んだこ
とをまとめ、自分たちに
できることを考え、伝え
合っている。（発言・観
察・ワークシート） 
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７
（
本
時
） 

 「かたくり福祉作業
所」の方との交流会を
開こう。①（計画・準
備） 

・「できることマップ」
をもとに、作業所の人
たちとの交流計画を立
て、準備をすすめる。 

・児童の意見を尊重し
つつ、実現可能性を
助言する。 

【思－①】どのように
知的障害のある人たち
と交流するとよいか、
理由や予想される成果
をもとに考えている。
（観察・ワークシー
ト） 

８ 

「かたくり福祉作業
所」の方との交流会を
開こう。②（準備） 

・活動内容や役割分担を
具体化する。 

・グループ活動を見取
り、協力的に進めら
れるよう支援する。 

【主－②】交流会に向
けて、自分はどのよう
なことができるか具体
的な工夫や配慮を考
え、協力して準備を進
めている。（観察） 

９ 「かたくり福祉作業
所」の方との交流会を
開こう。③（交流） 
 

・資料や道具、活動の流
れの仕上げを行う。 

・不足物や改善点を助言す
る。 

【主－③】計画をもとに
友達と協力して相手の気
持ちに寄り添って交流し
ようとしている。（観察） 

10  学習のまとめ 
 

・交流後に振り返り、共
生社会の実現と自分の
あり方についてまと
め、発表する。 

・交流活動の記録を提
示し、振り返りを促
す。 

【知－①、③】これま
での学習をもとに知的
障害のある人と共生し
ていくために自分がど
う在りたいかを考え発
表している。（発表・
ワークシート） 

11  単元を通して学んだ
ことを５年生に伝えよ
う。 

・本単元で共生社会の実
現に向けて気付いたこ
とや学んだことを５年
生に向けて発表する。 

 【知－①、③】これま
での学習をもとに知的
障害のある人と共生し
ていくために自分がど
う在りたいかを考え発
表している。（発表） 
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８ 本時について（７／１１時間） 

（１）①本時の目標 

   ・出前授業や見学で得たことを活かし、知的障害のある人と互いに気持ちよく交流するために自

分たちにできることをまとめることができる。 

   ・グループや全体で交流し、共生社会を目指して共によりよい交流計画を作り上げようとする。 

 

 

 

 

 

（２）本時の展開  

学習活動 〇主な発問 
・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 
●キャリア教育の目標に迫るための手だて  

導
入
（
５
分
） 

１ 前時で作成した「できることマップ」を
もとに知的障害のある人とどのような交流
会にできるとよいかを確認する。 

  テーマ「相手も自分も楽しめる交流会」 
  ○「できることマップ」を作って何を分

析しましたか？ 
  ・相手と自分の好きと苦手です。 
  〇どうして相手のことだけでなく、自分

も分析したのですか？ 
  ・相手も自分も楽しめる交流会にしたい

から。 
 
２ 課題の明確化 
  ○今日は、チームで「できることマッ

プ」をもとに交流会の計画を立ててい
きます。 

 
 
３ 学習の流れの確認 
  前時までに確認した「①言い換え②手順 

化③環境④見える化」の工夫を想起さ 
せ、本時の学習の流れを確認する。 

  〇交流の工夫とはどのようなものがあり
ましたか？ 

  ・言い換え、手順化、環境、見える化で
す。 

  〇今日は具体的に自分たちがどのような
工夫ができるか考えていきましょう。 

「学習の流れ」 
① 交流会の目標を立てる。 
② 交流会でやることを決める。 
③ 工夫できることを考える。 
（工夫➡その工夫をする理由➡工夫をした
効果） 

④ 発表（チームから１人） 
「やること➡工夫➡理由➡予想される効
果」 

⑤ まとめ・振り返り 
 

・相手ばかりではなく自分に視点を置くことの
大切さを想起させ、「共生社会」の意識とし
て、お互いに楽しめる交流会の計画を目指す
よう促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・前時で確認した４つの工夫を想起させ、黒板
に示しておき、交流計画を立てる際のヒント
になるようにしておく。 

・学習の流れを示し、計画づくりの後に交流の
工夫のポイントを詳しく発表する準備ができ
るようにしておく。 

●ただ工夫することを発表するだけではなく、
相手と自分を意識して「なぜその工夫をする
のか」「工夫をしたことによってどのような効
果が期待できるか」まで発表できるように発
表の流れも示しておく。 

   ②本時のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 
 ・知的障害のある人と互いに気持ちよく交流するために、自分たちがどう在るべきかを考えること

ができる。 
 ・本時で提案した工夫は知的障害のある人を支援するためではなく、全ての人のためになっている

ことに気付くことができる。 
 

「できることマップ」をもとにチームで工夫して交流計画を立てよう。  
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展
開
（
３
５
分
） 

３ チーム活動① 
ワークシートに交流する相手の名前を書
き、交流会のチーム目標を立てる。 

  〇このチームでどのような交流会にした
いのか目標を立てましょう。 

  
４ チーム活動② 

個人の「できることマップ」をチームで
共有し、交流会の時間配分とやりたいこ
とを決める。（７分） 
〇初めに、交流会でやりたいことを考え
ていきます。「交流デザインシート」の
一番上の枠に時間、その下にやりたい
ことを書きましょう。 

 
 

 
５ チーム活動③（１３分） 
  交流会でやりたいことをもとに、どのよ
うな工夫ができるのかを考える。 

  〇実際にどのような工夫ができるのかを
考えていきましょう。４つの工夫以外に
も沢山工夫できることを見つけて、楽し
い交流を計画していきましょう。 

 
６ 発表（１５分） 
  交流会でやりたいこと、工夫、その工夫
をした理由、工夫によって予想される効
果をグループごとに発表する。 

  〇チームから１人前に出て、交流内容と
その工夫、なぜその工夫をしたのか、そ
の工夫をしたことでどんな良いことがあ
るのか発表しましょう。 

●「ただ楽しく交流する」で終わってしまわな
いよう、何を目的に交流するのか、交流会で
どのようなものを得たいのか、互いに楽しむ
意識をもちどのような交流会にしたいのかを
自分たちの言葉で明確にできるようにする。 

 
・「できることマップ」を生かして互いの得意・
好きや苦手を意識させる。 

・事前に場所は体育館であること、交流時間は
３０分であることを伝えておき、時間配分や
その場所でできることを意識させる。 

・交流会の計画を立てる中で、「かたくり福祉作
業所」の方に聞いておきたいこと、疑問に思
ったこと等をメモしてよいことを伝え、リサ
ーチをしながらよい計画を作ろうとすること
を意識させる。 

 
・「言い換え」「手順化」「環境」「見える化」の
工夫があることを想起させ、児童が交流内容
にあった工夫を選び、考えることができるよ
うにする。 

◇工夫を考える中で、相手の個性を意識して理
由や期待される効果も一緒に考えることがで
きる。（ワークシート） 

 
●発表の際に、やりたいことと工夫を話すだけ
でなく、「その工夫をした理由」「工夫によっ
て期待される効果」等詳細に発表させること
で「知的障害があるから」ではなく「この人
や自分たちにはこういった個性があるから」
といった意識をすることができるよう促す。 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

７ まとめ 
  どうして相手も自分も意識して交流計画
を立てたのかを確認し、計画を立てる中
で相手ばかりにならずに自分も意識でき
たのかを振り返る。 

  〇今日はどうして交流会でできる工夫を
考えたのでしょうか。 

  ・相手も自分も楽しめる交流会にするた
めです。 

  〇今日の交流計画で、相手の好き・苦
手、自分の好き・苦手を意識して考えら
れた人はマークに色を塗りましょう。 

 
８ 知的障害のある人と関わっていくには自
分たちにどのような意識があることが大
切かをまとめる。 

  〇今回考えた工夫は知的障害のある人た
ちだけのためにしかなりませんか？ 

  ・自分たちのためにもなっています。 
  ・他の人が見ても分かりやすいです。 
  〇知的障害のある人と関わるときのポイ

ントは何でしたか？ 
  ・「知的障害だから、ではなく人それぞれ

個性があるから」と考えることです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・障害があるから支援をするのではなく、人そ
れぞれに違いがあるから関わる上での工夫を
考えることが大切であるということに気付か
せる。 

●自分たちが考えた交流会の工夫は、知的障害
のある人を支援する場合のみ生かさせるもの
なのかを考えさせ、「言い換え」「見える化」
「手順化」「環境」の工夫を考えることは自分
たちのためにもなっていることに気付かせ
る。 

◇共生社会の実現に向けて、自分にどのような
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  〇「共生社会」を目指していくために、
どのようなことを意識して生活してい
きたいですか。今の自分の考えを書き
ましょう。   

ことができるのか、共生社会での在り方を自
分の言葉で表現することができる。（ワークシ
ート・発言） 

 
  
（３）板書計画 
共生社会の実現に向けて～知的障がいって？～ 

「できることマップ」を作って気付いたこと       ➀言い換え  ➁手順化   ➂環境  ④見える化 
 

                                       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

９ 授業観察の視点 

・「交流デザインシート」は児童が学習してきた内容をまとめ、知的障害のある方々と交流する内容を

まとめるにあたって適切であったか。 

・本時の学習を通して、児童が支援者の視点から互いに支え合う視点に転換し、交流会の工夫を考える

中で共生社会の実現に向けて自分たちの在り方を言語化することができていたか。 

 

めあて 「できることマップ」をもとに、チームで工夫して交流計画を立てよう。 

相手も自分も楽しめる交流会 
例 例 例 

★共生社会を実現するために 

＜学習の流れ＞ 
① 交流会の目標を立てる。 
② 交流会でやることを決める。 
③ 工夫できることを考える。 

（工夫➡その工夫をする理由➡工夫をした効果） 

④ 発表（チームから１人） 
「やること➡工夫➡理由➡予想される効果」 

⑤ まとめ・振り返り 

例 
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第４学年 図画工作科 学習指導案   

令和７年１０月２９日５校時 
第４学年２組３５名 
授業者 田中 悠紀 
会場    図工室 

＜研究主題＞ 

めあてに向かって主体的に学び，考える児童の育成～キャリア教育を通して～ 

＜第４学年の目標＞【キーワード】 

自分の持ち味を見つける【自分らしさ】 

もう一歩自分ができることを考える【プラス 1】 

  自分らしさをかけ合わせてさらに大きな力に！【かけ算】 

 

１ 単元名 「音楽会もりあげ隊」 

 

２ 単元の目標 

・紙粘土や身近な材料で「音楽会もりあげ隊」の人形を表すことを通して、形や色などの感じがわかり、

表したい人形に合わせて、形や色を工夫して表す。【知識・技能】 

・導入で見た実物の楽器や画像、動画からイメージを広げ、表したいものを思いつき、どのように表す

か考えている。【思考力・判断力・表現力】 

・人形をつくったり、見せ合ったりして伝え合う学習活動に進んで取り組む。【学びに向かう力】 

 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 紙粘土や身近な材料などで
「音楽会もりあげ隊」の人

形を表すことを通して、形

や色などの感じがわかって

いる。 

② 表したい人形に合わせて、
形や色を工夫して表してい

る。 

① 導入で見た実物の楽器や画
像、動画からイメージを広

げ、表したいものを思いつ

き、どのように表すか考え

ている。 

② 自分や友達の発想、表し方
の工夫や違いに気付き、見

方や感じ方を広げている。 

① 人形をつくったり、見せ合
ったりして伝え合う学習活

動に進んで取り組もうとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

本単元のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 
・造形活動を通して、自分らしさを学級やグループの中でどう生かせるか考えながら表現する。 

・個々のよさを掛け合わせ、お互いのよさを認め合って、みんなで 1つの作品をつくり上げるよ

さを味わう。 

人間関係形成・社会形成能力の育成に重点をおく 
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４ 単元設定の理由 

（１）題材について 

本教材は11月下旬の音楽会に向けて、一人一人の気持ちを盛り上げるような作品づくりがテーマにな

っており、造形活動を通して思い思いに好きな楽器を演奏する姿を表現できる内容になっている。 

音楽科では、音楽会に向けて担当する楽器をオーディションで決め、練習に励んでいる。本教材では、

音楽会で使用する楽器に限定せず、また楽器ごとの人数の制約はなく、児童が「自分らしく」音楽会を

盛り上げることができるという児童の思いを表現できる教材である。 

図画工作科は日頃、個人の作品作りが多いが、本単元ではそれぞれが自分らしさを発揮しながら、音

楽会を盛り上げる姿を表すことをねらい、クラスのみんなと 1 つの「音楽会もりあげ隊」という大きな

作品をつくり上げる。今回は、児童の「こんな人形を作りたい」「こんな楽器を作りたい」という思い

や発想を大切にし、さらに友達との話し合いでより良いものを表現することを目指しており、どんな完

成形になるか楽しみな教材である。 

本時では、図画工作科の授業ならではの、手を動かし作る場面、特に自分で考えたことや、友達と考

えたことをいかし工夫しながら作る場面として、服を作るところを本時となるように設定した。 

 

（２）児童観 

 昨年度の展覧会での共同作品では「おいわいケーキ」を意欲的に作った。通常の授業でも、個人での

制作がメインであるが、意欲的な児童が多い。 

 以下は６月に実施した今年度の研究テーマにかかわるアンケートの４年生の結果である。 

 

 

 

 

 

① 受け止めようとしている   ②伝えようとしている         ③伝わっているか          ④力を合わせる 

 

 

 

 

 

このアンケート結果から、他者意識が高く、人と力を合わせて活動する意欲が高い児童が多いことが

わかる。 

また、どの項目でも肯定的な回答(Ａ＋Ｂ)が８～９割となっているが、③については、他の項目に対

してＡの回答が少なめになっているのがわかる。人とのかかわりの中で、思いを伝えたり受け止めたり、

人と協力したりしようとしている一方で、自分の行動に対する自信はやや低いととらえることができる。

① 人の考えや気持ちを受け止めようとしている。 

② 相手が理解しやすいように伝えようとしている。 

③ 相手に伝わっているかどうか。 

④ 人と力を合わせて行動しようとしている。 
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 また、７月に実施した図工の授業に関わるアンケートについては、以下のような結果となった。(今

回の授業に関わる項目のみ抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科については 97％の児童が肯定的な回答をしていた。図画工作科に好意的な児童が多いととらえら

れる。 

絵をかくことが好きな児童が87％、工作をすることが好きな児童は97％で、どちらも高めだが、工作

の方が好きな児童が少し多いことがわかる。 

「自分のよいところに気付くこと」ができた児童 86％、「友達のよいところに気付くこと」ができた

児童については 94％であり、「自分」と比べると、「友達」のよいところに気づくことができている児童

が多いという結果だった。 

以上のことから、図画工作科に前向きな児童が多く、絵よりも工作を好む児童が多いことがわかった。

一方で、友達とのかかわりの中で自分のよさを伸ばしていける児童を育てることが今後の課題であるこ

とがわかった。 

① 図工はすきですか？ 

② 絵をかくことはすきですか？ 

③ 工作をすることはすきですか？ 

④ 図工の時間で、自分のよいところに気づくことができましたか？ 

⑤ 図工の時間で、ともだちのよいところに気づくことができましたか？ 
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（３）指導観（教師の願いと指導の工夫） 

研究アンケートより、「相手に伝わっているかどうか」についてＡの回答が少なめになっていること

が「自分を相対的に見つめることができるようになってきている発達段階」ともとれる。しかし、児童

に「自分ならできる」という自己効力感が高まれば、より多くの子どもがＡと回答するのではないだろ

うか。 

また図工アンケートからも友達のよいところと共に、自分のよいところを伸ばし、自分のよさにも気

が付くことができる児童を育てることも課題となっている。 

本教材では、児童が絵よりも工作が好きであるという実態を踏まえ、工作分野である造形活動を通し

て「全体の中での自分らしさ」を表現し、みんなで 1 つの作品をつくり上げ、多くの人から認められる

ことで、自己肯定感とともに自分の作品が「みんなの役に立っている」という自己有用感も育てること

をねらう。 

４年の「自分らしさをかけ合わせてさらに大きな力に」というキャリア教育の目標を、図画工作の作

品という形で表し、子どもたちの成長と自信につなげたい。 

 
５ キャリア教育の目標に迫るための手だて 

 
   自分のよいところを見つける力 【自分らしさ】 
導入の楽器や演奏形式の実物・画像・動画、振り返り 
・「自分らしさ」を表すイメージが見付けられるように、実際の音楽会のくくりにとらわれないよう

な参考資料として、実物の楽器、動画、また様々な演奏形態の画像を提示する。  
・友達のよさをみつけ、自己肯定感を高められるように、振り返りを行う。  

 
   次のことを考える力 【プラス 1】 
「音楽会もりあげ隊」ワークシート 
・友達とのかかわりの中で、「自分らしさ」を表現するにあたり、発想の助けや、共有、学習意欲の

継続につなげる。 
 
   みんなで学び聴く・伝える力 【かけ算】 
友達との話し合い 

 ・友達とのかかわりの中でよりよい表現になるよう、お互いの発想を伝えあったり、共有したりしな

がら造形活動に取り組めるようにする。 
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６ 単元の指導計画・カリキュラムマネジメント（キャリア教育の目標に迫るための事前・事後指導の見通し） 

教科 

（時数） 

学習活動 指導上の留意点 評価規準  ●キャリア教育の視

点 

道徳科

（1） 

「みんな

同じだっ

たら」 

・自分のもつ個性を大切にすること

について考えを深める。 

・自分の特徴につ

いて、さまざま

な見方で考えら

れるようにす

る。 

・自分らしさをどのように

生かしていこうか考えて

いる。 

(ノート) 

 ・「音楽会もりあげ隊」についての事

前調査をする。作りたい楽器や、

友達とどんなことがしたいか考え

る。 

  

図画

工作 

科 

（10） 

 

 

 

1 

. 

2 

 

・「音楽会もりあげ隊」について知

り、作りたい楽器や人形を自分で

考える。 

・楽器（実物、動画、本）、演奏形態

（画像）、教師による参考作品を、

参考のため提示する。 

・友達とどんなことをしたいか考え

る。グループの話が出たら、児童

の意向をいかし、グループ分けを

する。 

・人形の基本の作り方を示し、う

で、手（モール）を作る。 

・音楽会で担当す

る楽器と必ずし

も同じでなくて

よいことを確認

する。 

・児童の意向をい

かし、グループ

分けをする 

【主】学習活動に進んで取
り組もうとしている。
（発言・ワークシート） 

【思】イメージを広げ、ど
のように表すか考えてい
る。(発言・ワークシー
ト) 

【技】基本の作り方を理解
し、表している。 

●自分は、どんな人形や楽
器を作りたいか考える。
（ワークシート） 

●自分で考えたことを意識

し、友達と関わり合いな

がら、活動に取り組む。

（発言・ワークシート） 

3 

. 

4 

 

・グループで、服や楽器などをどの
ように工夫して作るか話し合う。 

・人形の基本の作り方を示し、頭
（軽量粘土）、体（空き容器、紙コ
ップ等）を作る。 

・体の作り方については、教師の見
本を示し、参考にするようにす
る。（長ズボン、ロングスカート、
半ズボン、ミニスカート、座ると
いう主に５タイプ） 

・ワークシートに
かきながら、発
想を広げたり、
イメージを共有
したりする。 

 

【思】イメージを広げ、ど
のように表すか考えてい
る。(発言・ワークシー
ト) 

【技】基本の作り方を理解
し、表している。（作
品） 

●自分で考えたことを意識

し、友達と関わり合いな

がら、活動に取り組む。

（ワークシート） 

5 

. 

6 

・人形の基本の作り方を示し、髪の
毛（毛糸）を作る。 

・身近な材料で形や色を工夫して人

形の楽器を作る。 

・自分で考えたことや、友達と考え

たことをいかして、作る。 

・実物の楽器や、画像、本などを参

考にする。 
・半ズボンやミニスカート等を作る
児童は、参考作品をもとに、足な
ど工夫して丈夫に作る。 

 

・様々な身近な材

料を用意し、選

んで作れるよう

にする。 

・必要に応じ、タ

ブレット等で楽

器を調べ、参考

にする。 

【思】材料をいかし、どの
ように表すか考えてい
る。(ワークシート・作
品) 

【技】身近な材料で、形や
色を工夫して楽器を表し
ている。（作品） 

●自分で考えたことを意識

し、友達と関わり合いな

がら、工夫して作る。 

(作品） 
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7 

本 

時 

 

・身近な材料で形や色を工夫して人

形の服を作る。 

・自分で考えたことや、友達と考え

たことをいかして、工夫して人形

の服を作る。 

 

・前時までのワー

クシートをもと

に、自分で考え

たことや、友達

と考えたことを

いかしながら、

作る。 

【思】材料をいかし、どの
ように服を表すか考えて
いる。(作品) 

【技】身近な材料で、形や
色を工夫して人形の服を
表している。（作品） 

●自分で考えたことを意識

し、友達と関わり合いな

がら、工夫して人形の服

を作る。(作品） 

8 

. 

9 

 

・身近な材料で形や色を工夫して人

形の楽器や服を作る。 

・自分で考えたことや、友達と考え

たことをいかして、工夫して作

る。 

 

・自分で考えたこ

とや、友達と考

えたことをいか

しながら、作

る。 

【技】身近な材料で、形や
色を工夫して楽器や服な
どを表している。（作
品） 

●自分で考えたことを意識

し、友達と関わり合いな

がら、工夫して人形の楽

器や服を作る。 (作品） 

10 

 

・お互いの人形を見て、よさを伝え

合う。 

・できあがった作

品全体を見て、

自分のよさ、友

達のよさを実感

できるようにす

る。 

【表】自分や友達の発想、

表し方の工夫や違いに気

付き、見方や感じ方を広

げている。（発言・ワー

クシート） 

●お互いの作品のよさを伝

え合う活動を通して、自

己肯定感を高める。（ワ

ークシート） 

音楽会前 

 

 

・「音楽会もりあげ隊」を展示し、全

校児童に見てもらう。 

 

 

 

●展示を通して、皆に見て

もらうよさを実感する。 

 

音楽会 

 

・練習してきた合奏・合唱の成果を

発表する。 

・「音楽会もりあげ隊」の写真を掲示

し、保護者に見てもらう。 

 

・音楽会に主体的

に参加できるよ

うにする。 

 

 

・音楽会で演奏・合唱をす

ることを通して、自分の

よさや友達のよさに気付

く。 

●写真の展示を通して、保

護者に見てもらうよさを

実感する。 
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７ 本時について（７／１０時間） 

（１）①本時の目標 
   身近な材料で形や色を工夫して人形の服を作る。 

 

    

 

（２）本時の展開  

学習活動 〇主な発問 
・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法） 
●キャリア教育の目標に迫るための手だて  

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 自分で考えたことや、友達と考えたこと
をいかして服を作ること、基本の方法
（ペンで色をぬる・布を貼る・他の材料
で工夫することなど）を、確認する。 

 
前時までに、グループで考えたことを 
ワークシートを見ながら確認する。 
 

〇服を作ることについて、グループのみん
なと考えたことを確認しましょう。 

・一緒に考えた、この模様の服にしよう。 
・スカートは、この色の布をはろう。 
  

・事前に、ワークシート、前時で作った人形な
どを配る。 

・活動しやすいように、グループごとの座席で
座る。 

 
 
 
 
 
 
●学級やグループの中の自分らしさを意識しな
がら活動に取り組めるように、前時までに、
自分で考えたことや、友達と考えたことを、
ワークシートを見ながら確認するようにす
る。 

 
・袖は、布を巻くようにして木工用接着剤で貼
ることを基本の方法とする。 

 

展
開 

 
２ 自分で考えたことや、友達と考えたこと
をいかして、自分の人形の服を作る。 

 
〇自分で考えたことや友達と考えたことを

いかし、工夫して、人形の服を作りまし

ょう。 
〇身近な材料をいかして、工夫して作りま

しょう。 
  ・一緒に考えたおそろいの服を作ろう。 
・違う色の服で、おそろいのマークをつけ
よう。 

・どんな材料で作ろうかな。 
 ・また新しいことを思いついたよ。 

 
・友達と相談したいときは、仲良く相談するよ
うにする。また新しいアイディアを取り入れ
る際は、グループの皆で相談して決められる
ようにする。 

・児童の良い発想や技能、友達と考えたことで
より良い表現になったことをほめる。 

・布の切り方、袖の接着など、必要に応じ支援
する。 

●ワークシートを活用して、自分が考えたこ
と、友達と考えたことを生かして表現できる
ようにする。 

◇【思】材料をいかし、どのように服を表すか
考えている。（作品） 

◇【技】身近な材料で、形や色を工夫して人形
の服を表している。（作品） 

・形や色を工夫して、人形の服を作ろう。 

・自分で考えたことや、友達と考えたことをいかして作ろう。 

   ②本時のキャリアの目標（集団の中で自己を生かせるように） 
自分で考えたことや、友達と考えたことをいかして、工夫して人形の服を作る。 
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ま
と
め 

 
３ ワークシートを書いて振り返り、共有 

する。 
 
 〇ワークシートを書いて振り返りましょ
う。 

 〇片付けをしましょう。 

 
●自分で考えたことや友達と考えたことを意識
し、工夫して作れたか振り返り、共有する。
(ワークシート） 

 
◇【主】自分で考えたことや友達と考えたこと
が作品作りにいかせたか、振り返りをしてい
る。（ワークシート） 

 
  
（３）材料・用具・場の設定 （本時で特に扱うものに、下線） 

教師  ：ワークシート・布・不織布・ペン・木工用接着剤・リボン・モール・ひも・片面ダンボー

ル・ペットボトルキャップ・ビニールテープ・紙粘土・空き容器・紙コップ・コピー用

紙・毛糸・色画用紙・黄ボール紙・白ボール紙・テグス・段ボールなど 

児童  ：筆箱・のり・はさみ・毛糸・絵の具セット・必要に応じ楽器・タブレット 

グループごとに座る。 

 

（４）板書計画 

 

              音楽会もりあげ隊  

 

  ・形や色を工夫して、人形の服を作ろう。 

     ・自分で考えたことや、友達と考えたことをいかして作ろう。 

 

①グループでかくにん。         

②きほんの方法をもとに、工夫して作る。  

・ペンで色をぬる。 ・布をはる。  ・他の材料で工夫する。 

※そで：布をまいて、木工用せっちゃくざいではる。 

③ふりかえり。 

 

 

９ 研究協議の視点 

・「音楽会もりあげ隊」のワークシートは、友達とイメージを共有して造形活動に取り組むことに効果

的だったか。また、個人の発想や話し合いの内容を見取るための手立てとして有効であったか。 

・相談を取り入れた造形活動は児童の創作意欲を高めることに有効だったか。 

・個々のよさを掛け合わせ、みんなで 1 つの作品をつくり上げるという本教材は、キャリア教育を念頭

に置いた図画工作科の学習計画として、自己肯定感が高まることに繋がったか。 

 

 



専科―9 
 

10 ワークシート 

 

  


